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表紙の説明 :
円と直線は道路網を表わし、その中央に整備された道路を画いた。道路網の色を毎月変えて季節感を出すよう"とした。
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一
は
じ
め
に

我
が
国
の
国
土
は
地
震
、
豪
雨
･
豪
雪
、
急
峻
な

地
形
等
、
厳
し
い
自
然
条
件
下
に
あ
り
、
国
土
全
体

も
ま
だ
浸
食
過
程
を
完
了
し
て
い
な
い
壮
年
期
の
山

脈
で
あ
り
、
極
め
て
脆
弱
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
災

害
が
多
発
し
て
い
る

(表
1
、
図
1
、
表
2
)
。

○

活
発
な
地
震
、
火
山
活
動

日
本
列
島
周
辺
に
は
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
、
北
ア

メ
リ
カ
プ
レ
ー
ト
の
境
界
が
集
中
し
て
お
り
、
プ
レ

ー
ト
境
界
に
お
い
て
地
震
や
火
山
が
多
発
す
る
。
例

え
ば
、
日
本
の
陸
地
と
近
海
大
陸
棚
を
合
わ
せ
た
面

積
は
地
球
の
表
面
積
の
○
･
一%
に
す
ぎ
な
い
が
、

そ
こ
で
放
出
さ
れ
る
地
震
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
球
全
体

の
約
一
○
%
に
も
達
す
る
。

の

台
風
･
梅
雨
に
よ
る
豪
雨

日
本
列
島
は
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
に
位
置
し
、
梅
雨

時
や
秋
黒
時
に
前
線
が
形
成
さ
れ
雨
期
が
訪
れ
、
概

ね
こ
の
時
期
に
降
水
量
の
ピ
ー
ク
が
現
れ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
に
加
え
、
台
風
の
襲
来
も
受
け
る
。

③

急
峻
な
地
形

日
本
列
島
を
縦
断
し
て
急
峻
な
脊
梁
山
脈
が
存
在

す
る
た
め
、

①
河
川
の
数
が
多
く
、
そ
の
流
れ
も
急
流
。

②
縦
断
勾
配
が
急
な
路
線
が
多
く
、
ト
ン
ネ
ル

等
が
多
い
。

③
急
峻
な
山
地
部
を
道
路
が
通
過
し
て
お
り
、

法
面
も
ま
た
多
い
。

表 1 厳しい我が国の自然条件

地震常襲国 約ギゾ、万事域踰の跳加ずわの球
%

地
m

台風常襲国 台風の年間接近数 約 n 個 (1961年 ~ 1990年の平均)

多 雨 国 年間雨量1
,
750mm (世界平均800mの

多雪･寒冷国 臟
孃

齋
W灘が度創

塘
約
人喫

山 岳 国 凝島洌絲鱗急蠅鬱約蹴趾
断

理科年表 (平成 9年) 等に基づき建設省作成

人ロ密度については平成 7年国勢調査による。

道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室

道々テセ 98.6 !



年度
図 1 近年の道路防災の現状

二

防
災
対
策
.
震
災
対
策

の

道
路
防
災
点
検

道
路
防
災
点
検
は
、
昭
和
四
三
年
八
月
に
岐
阜
県

道
路
の
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
日
常
的
に
、
パ

内
の
国
道
四
一
号
に
お
い
て
、
一
〇
四
名
の
命
が
失

ト
ロ
ー
ル
、
詳
細
な
点
検
、
対
策
工
事
の
実
施
と
い

わ
れ
た
飛
騨
川
バ
ス
転
落
事
故
の
発
生
を
契
機
と
し

鯖

う
三
段
階
で
防
災
対
策
･
震
災
対
策
を
実
施
し
て
い

て
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
事
故
の
発
生
以
来
、
落
石
等

セ

る

(図
2
)。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
と
も

-丁

の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
の
全
国
総
点
検
を
随
時
実
施
し

漸

に
、
定
期
的
に
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
、
そ
の
場

て
き
て
お
り
、
点
検
の
結
果
、
対
策
が
必
要
と
さ
れ

　　

所
の
抽
出
を
行
う
道
路
防
災
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

た
箇
所
の
解
消
に
鋭
意
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

表 2 平成 9年度に発生した自然災害に伴う道路の被災状況

鹿児島県薩摩地方を震源とする地震
0 4月 3日 4 :33 M 5 , 5 最大震度 5強

･被災による通行止め ; 3箇所 (この他に市町村道30箇所)
0 4月 5日 l3 : 24 M 4 , 9 最大震度 5 gg

･被災による通行止め : 2箇所 (この他に市町村道 1箇所)
0 5月 13日 14 : 38 M 6 . 2 最大震度 6弱

･被災による通行止め : 5箇所 (この他に市町村道39箇所)

2 , 秋田県鹿角市 八幡平地滑り ･土石流災害 (5月11日)
○赤川が氾濫し、 国道341号が土石流のため埋塞

(5月10日より、 土石流の危険性があるため国道34l号八幡平トロコ~ 田沢
湖町づなもり間約1okmの全面通行止めを実施)

3 , 台風 7号 (6月20日~ 21日)
0 事前通行規制を含む通行止め : 145箇所

4 , 山口県北部を震源とする地震 (6月25日18 : 50)
O M 5 ,9 最大震度 5強
○被災による通行止め : 2箇所

5 , 台風 8号 (6月27日~ 29日)
○事前通行規制を含む通行止め : l10箇所

6 , 梅雨前線豪雨 (7月 6 日~ 13日)
○岐阜県、 中国 ･九州の各県を中心に通行止めが多発
○事前通行規制を含む通行止め :278箇所
○主な地点の降り始めからの累積降雨量

岐阜県丹生川村 :653m国、 島根県吾妻山 ;447mm、 熊本県鞍岳 : 1,209mm

フ. 台風 9号 (7月25日~ 29日)
○奈良県、 島根県、 山口県を中心に通行止めが多発
○事前通行規制を含む通行止め : 190箇所
0 主な地点の降始めからの累積降雨量
奈良県上北山村 :793mm、 島根県匹見町 :717mm、 山口県阿武町 :940mm

8 , 一般国道 2 2 9 号北海道第二白糸トンネル崩落事故 (8月25日)
0 第二白糸トンネルの南側巻き出し部が約100軸こ渡って岩盤が崩落
崩落規模 :高さ70加、 幅30m、 厚さ1om (約20,00om 3)

9 , 台風19号 (9月13日~ 17日)
○四国、九州地方を中心に通行止めが多発
○事前規制を含む通行止め :344箇所
○主な地点の降り始めからの累積降雨量

宮崎県南郷村 ;984mm、 徳島県上那賀町 :722mm、鹿児島県屋久町 :690mm

10, 台風20号 (9月18日~ 19日)
○関東、近畿地方を中心に通行止めが多発
0 事前規制を含む通行止め : 18箇所

、.･.‘'‐‐････.･

　　　　



図

尽き轢き
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姿
ミ
ト

最
近
で
は
平
成
八
･九
年
度
に
実
施
さ
れ
て
い
る
(表

3
、

4
)
0

②

防
災
対
策
の
推
進

①

今
後
の
対
策
方
針

防
災
対
策
に
関
し
て
は
、
平
成
一
○
年
度
を

初
年
度
と
す
る
新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
お

い
て
は
、
道
路
防
災
総
点
検
の
結
果
、
緊
急
的

に
対
策
が
必
要
と
さ
れ
た
法
面
等
約
五
六
、
七

○
○
箇
所
に
つ
い
て
重
点
的
に
対
策
を
実
施
し

概
成
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
事
業
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
治
山
事
業
等
、
他
の
事
業
と

の
積
極
的
な
連
携
に
よ
り
効
果
的
に
対
策
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

特
に
平
成
九
年
八
月
に
発
生
し
た
一
般
国
道

二
二
九
号
第
二
白
糸
ト
ン
ネ
ル
岩
盤
崩
落
を
踏

ま
え
、
緊
急
に
対
策
の
実
施
が
必
要
な
大
規
模

な
岩
盤
斜
面
等
の
箇
所
に
つ
い
て
、
不
安
定
岩

塊
の
除
去
等
の
防
災
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

②

主
要
な
防
災
対
策
工

道
路
防
災
対
策
工
の
主
要
な
も
の
と
し
て
は
、

o
植
生
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
き
付
け
、
ブ
ロ

ッ
ク
張
工
等
の
法
面
保
護
工
や
浮
石
の
除

去
、
法
面
整
形
等
の
落
石
予
防
工

o
落
石
防
護
工
、
落
石
防
護
擁
壁
の
設
置
や

落
石
覆
工
で
覆
う
落
石
防
護
工

o
水
抜
き
工
、
押
さ
え
盛
土
工
、
頭
部
排
土

工
法
等
の
地
す
べ
り
抑
制
工
法
、
杭
打
ち

実施経緯

昭和46年総点検 飛騨川バス転落事故に対応

51年総点検 沿道状況の変化に対応し実施

54年総点検 沿道状況の変化に対応し実施

61年総点検 沿道状況の変化に対応し実施

平成3年総点検 沿道状況の変化に対応し実施

8年総点検 沿道状況の変化に対応し実施
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表 3 道路防災総点検 (豪雨 ･豪雪等) の
実施経緯

昭和46年総点検 飛騨川バス転落事故に対応

48年総点検 昭和46年総点検結果の見直し

51年総点検 沿道状況の変化に対応し実施

55年総点検 沿道状況の変化に対応し実施

61年総点検 沿道状況の変化に対応し実施

平成2年総点検 沿道状況の変化に対応し実施

8 ･ 9年総点検 沿道状況の変化に対応し実施

表 4 道路防災総点検 (地震) の



工
な
ど
の
地
す
べ
り
抑
制
工

o
谷
止
工
、
床
固
工
等
の
土
石
流
対
策
工

o
な
だ
れ
発
生
防
止
柵
等
の
な
だ
れ
予
防
工

及
び
な
だ
れ
防
護
擁
壁
･
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ

ド
等
の
な
だ
れ
防
護
工

o
防
雪
柵
、
防
雪
林
等
の
地
吹
雪
対
策
工

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

③

震
災
対
策
の
推
進

平
成
七
年
一
月
の
阪
神
･
淡
路
大
震
災
で
の
道
路

構
造
物
の
被
災
を
踏
ま
え
、
震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補

強
事
業
と
し
て
、
平
成
七
年
度
-
九
年
度
の
三
年
間

で
二
九
、
四
〇
〇
基
の
橋
脚
補
強
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
道
路
橋
示
方
書

(耐
震
設
計
編
)
を
平
成
八

年
三

月
に
改
訂
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

①

今
後
の
対
策
方
針

震
災
対
策
に
関
し
て
は
、
新
五
箇
年
計
画
に

お
い
て
は
、
道
路
防
災
総
点
検
の
結
果
、
緊
急

性
の
高
い
橋
梁
等
約
三
八
、
五
○
○
箇
所
に
つ

い
て
重
点
的
に
対
策
を
実
施
し
、
緊
急
輸
送
道

路
同
上
の
橋
梁
に
つ
い
て
は
耐
震
補
強
を
概
成

す
る
予
定
で
あ
る
。

※
緊
急
輸
送
道
路

阪
神
･
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
は
、
道
路

の
被
災
、
住
宅
な
ど
の
倒
壊
に
よ
る
通
行
不

能
、
激
し
い
交
通
渋
滞
な
ど
に
よ
り
、
救
急

活
動
、
消
防
活
動
、
災
害
応
急
復
旧
、
生
活

物
資
の
輸
送
等
に
多
大
な
支
障
が
生
じ
た
。

こ
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
大
地
震
発
生
時
に
お

い
て
も
、
緊
急
輸
送
の
た
め
の
ル
ー
と
を
確

保
し
て
お
く
重
要
性
が
高
ま
り
、
地
震
防
災

対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
て
い

る
↓。

④

防
災
管
理
の
情
報
化

効
率
的
、
効
果
的
な
道
路
の
防
災
管
理
を
実
現
す

る
た
め
、
斜
面
等
の
監
視
の
ポ
イ
ン
ト
や
適
切
な
点

検
時
期
等
を
記
し
た
防
災
カ
ル
テ
、
移
動
電
子
端
末

等
を
活
用
し
た
、
災
害
要
因
を
よ
り
効
果
的
に
チ
ェ

ッ
ク
す
る
管
理
方
法
を
導
入
す
る
ほ
か
、
地
域
の
住

民
や
道
路
利
用
者
が
、
住
居
付
近
や
日
常
的
に
利
用

す
る
道
路
に
お
け
る
斜
面
等
の
状
態
を
監
視
･
通
報

す
る
方
策
を
導
入
す
る
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た
道

路
防
災
管
理
を
進
め
る
。
ま
た
、
管
理
の
一
層
の
高

度
化
を
図
る
た
め
、
岩
盤
斜
面
の
計
測
等
の
技
術
開

発
を
進
め
る
o

③

異
常
気
象
時
に
お
け
る
通
行
規
制

特
異
な
自
然
現
象
に
よ
っ
て
災
害
が
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
日
頃
よ
り
、
異
常
の

有
無
を
把
握
し
、
異
常
気
象
時
等
に
お
い
て
は
、
そ

の
状
況
を
的
確
に
判
断
し
、
必
要
に
応
じ
て
道
路
の

通
行
を
規
制
し
て
い
る

(表
5
)。

三

お
わ
り
に

道
路
は
社
会
経
済
活
動
、
日
常
生
活
の
基
礎
的
な

社
会
基
盤
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
安
全
で
信
頼
性
の

高
い
道
路
網
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
引

き
続
き
、
施
設
整
備

(
ハ
ー
ド
対
策
)
と
情
報
化
の

推
進

(ソ
フ
ト
対
策
)
の
両
面
か
ら
、
道
路
防
災
対

策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
o

4 道行セ 98.6

表 5 通行規制区間指定状況一覧表 (平成 9年 4月)

鬮般縦
一般国道

(指定区間外)
都道府県道 合 計

臨 延長(km) 醐 延長(km) 鬮 延長(km) 鰤 延長(km)

異常気象時
通行規制区間

197

鰡
710

纖燃鰔郭麻行
間

通

区
殊
制

特
規

蜷 翔 197 鯏 678′榔 923

鰤合 計 245 1
,
437

,
8 郷 彎 猟繊蝋牢(注) 1 , 異常気象時通行規制区間は過去の記録により危険箇所の事故発生と異常気象と

の相関関係があるもの。
2 , 特殊通行規制区間は危険箇所の事故発生と異常気象との間に間接的相関関係は

見られないが、 パトロール等で現地状況を判断して危険が予想されるもの。



特
集
/
夏
期
の
道
路
管
理

平
成
九
年
台
風
一九
号
に
よ
る

国
道
二
二
六
号
前
之
浜
地
区
の
災
害

森

将

彦

一
は
じ
め
に

鹿
児
島
県
は
、
九
州
の
南
部
に
位
置
し
、
台
風
や

梅
雨
な
ど
の
気
象
特
性
に
加
え
、
県
土
の
大
半
が
シ

ラ
ス
等
の
特
殊
土
壌
に
覆
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
厳
し

“
自
然
条
件
下
翳

玖

毎
年
“
う

‘
多
く
“
目

騷③

鞠
総*

然
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

〃
湾
激
賞#
ク
ー

　
　
　
　
　
　
　

　

　

鹿
児
島
国
道
工
事
事
務
所
は
、
一
般
国
道
三
号
、

加

島

一
〇
号
、
五
八
号
、
二
二
〇
号
、
二
二
五
号
、
二
二

六
号
の
六
路
線
、
約
二
八
0
m
の
管
理
(四
出
張
所
)

鹿
児島辯
寮
事務
所

を
担
当
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
路
線
の
多
く
が
地
形

的
に
厳
し
い
海
岸
部
や
山
間
部
の
シ
ラ
ス
土
壌
地
帯

市

3

｣

を
通
過
し
て
お
り
、
平
成
五
年
夏
の

｢鹿
児
島
豪
雨

吶

"

災
害
｣
を
は
じ
め
、
昨
年
七
月
の
出
水
市
針
原
で
の

土
石
流
災
害
、
九
月
の
台
風
一
九
号
に
よ
る
二
二
六

位置図
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号
喜
入
町
前
之
浜
地
区
の
災
害
な
ど
、
台
風
や
梅
雨

豪
雨
に
よ
る
道
路
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
さ
ら
に

昨
年
は
、
鹿
児
島
県
北
西
部
を
震
源
と
す
る
地
震
災

害
も
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
当
事
務

所
で
は
異
常
気
象
時
事
前
通
行
規
制
区
間
を
五
区
間

指
定
し
、
安
全
確
保
の
た
め
の
事
前
規
制
を
行
っ
て

い
る
。

こ
こ
で
は
、
平
成
九
年
九
月
の
台
風
一
九
号
に
よ

る
国
道
二
二
六
号
前
之
浜
地
区
の
道
路
決
壊
災
害
に

際
し
て
の
取
り
組
み
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

三

台
風
一九
号
の
概
要

平
成
九
年
九
月
四
日
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の
東
海
上

で
発
生
し
た
台
風
一
九
号
は
、
一
四
日
夜
か
ら
速
度

を
落
と
し
、

一
五
日
か
ら

一
六
日
早
朝
に
か
け
て
、

大
型
で
強
い
勢
力
を
保
ち
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
種
子

島
･
屋
久
島
の
西
の
海
上
を
通
っ
て
九
州
南
岸
へ
進

ん
だ
。
一
六
日
八
時
過
ぎ
に
は
、
大
型
で
強
い
勢
力

(中
心
気
圧
九
六
○
灘
、
中
心
付
近
の
最
大
風
速
四

0
%
、
風
速
二
五
%
以
上
の
暴
風
域
半
径
北
側
で
二

○
○
興

南
側
で
一
五
〇
如
)
を
保
っ
た
ま
ま
、
鹿

児
島
県
枕
崎
市
付
近
に
上
陸
、
九
州
地
方
三
〇
〇
虹

　

　
小
の

6
.;

号

日
時

ー

お
9

鰓

台風i9号時系列表

月 日 鰤 規制状況 原 因 体制内容 備 考

9 月14臼 脚 台風警戒区域到達 予備警戒 北緯28度 東経126 ~ 134度

15日 鰔 通行止め 越渡 厳重警戒

16日 畑 通行止め 道路決壊 厳重警戒

椥 通行止め 嬬 記者発表 (被災状況等)

劇 通行止め 絲 記者発表 (応急復旧工法等)

17日 蹴 通行止め 戒警備子 職肛復急応

脚 通行止め

緘
況蹴復減獄微饑18日 蘂 通行止め 戒警備子 "目

"獄撥20日 即 通行止め

繊
時鰡目~行麺鯏撥拗 片側交互通行

繊26日 鰡 片側交互通行

緘
時加日

~臟蹠@饑27日 即 通行止め解除 了口]復急応 鱗鰤 轍齦
6 道イテセ 98 .6

を
八
時
間
を
か
け
、
最
悪
の
ル
ー
ト
を
縦
断
し
、
大

分
県
の
国
東
半
島
か
ら
瀬
戸
内
海
に
抜
け
た
。

ま
た
、
典
型
的
な
雨
台
風
で
あ
っ
た
台
風
一
九
号

の
接
近
、
通
過
に
よ
り
、
進
路
に
あ
た
っ
た
鹿
児
島

"̂
“

“
〆

日
時

。

寺

　

　

　

。
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県
を
は
じ
め
、
各
地
で
顕
著
な
大
雨
と
な
り
、
九
州

高
さ
四
m
重
力
式
擁
壁
で
直
接
基
礎
)
が
設
置
さ
れ

一
円
に
土
砂
崩
れ
、
家
屋
浸
水
等
大
き
な
災
害
を
も

て
い
る
が
、
天
端
高
が
比
較
的
低
く
、
異
常
気
象
時

た
ら
し
た
。

の
波
浪
に
よ
り
越
渡
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
た
め
、

な
お
、
台
風
一
九
号
に
よ
る
降
雨
量
は
、
指
宿
市

で
三
一
四
%
、
鹿
児
島
市
で
一
七
0
%
、
前
之
浜
被

災
地
区
付
近
で
は
二
三
二
%
で
あ
っ
た
。

三

被
災
状
況
等

ー

現
地
状
況

被
災
箇
所
は
、
一
般
国
道
二
二
六
号
鹿
児
島
県
揖

宿
郡
喜
入
町
前
之
浜
地
区
で
あ
る
。

一
般
国
道
二
二
六
号
は
、
鹿
児
島
県
加
世
田
市
を

起
点
と
し
鹿
児
島
市
を
終
点
と
す
る
、
薩
摩
半
島
四

市
七
町
の
生
活
･
産
業
･
経
済
を
支
え
る
幹
線
道
路

で
、
交
通
量
は
当
地
区
で
一
一
、
八
〇
〇
台
/
日
で

あ
る
。

前
之
浜
地
区
は
、
喜
入
町
中
心
部
よ
り
南
東
方
向

約
五
如
、鹿
児
島
湾
に
沿
っ
た
国
道
二
二
六
号
と
｢J

R
指
宿
･
枕
崎
線
｣
が
並
行
し
て
通
り
、
背
後
地
は

ガ
リ
浸
食
が
発
達
し
た
急
峻
な
シ
ラ
ス
地
形
と
な
っ

て
い
る
。

当
区
間
は
、
特
殊
通
行
規
制
区
間

(越
波
が
あ
り

通
行
が
危
険
と
判
断
さ
れ
る
場
合
通
行
規
制
を
実
施

す
る
)
で
あ
り
こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
通
行
規
制
を

行
う
地
区
で
も
あ
る
。

海
岸
に
は
、
護
岸
擁
壁

(昭
和
三
七
年
頃
施
工
の

異
常
気
象
時
の
越
波
を
減
ず
る
た
め
消
波
工
を
計
画

し
て
い
る
区
間
で
あ
り
、
被
災
地
に
隣
接
す
る
指
宿

市
よ
り
の
護
岸
に
は
、
消
波
工
が
設
置
済
み
で
あ
っ

た
が
、
被
災
箇
所
は
、
消
波
工
未
設
置
区
間
で
あ
っ

た
。

き洲
き

些た

~
　

　

.、
.･

一

　　　　　

　　　

l
-
-
･l
-
-

-
｣'‐｣

…

国

｣

道路決壊状況

被害状況横断図
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2

被
害
の
状
況

当
地
区
は
、
鹿
児
島
湾
岸
沿
い
を
国
道
が
J
R
と

並
行
し
て
南
北
に
走
り
、
湾
岸
側
は
海
岸
擁
壁
で
あ

っ
た
が
、
長
時
間
に
及
ぶ
暴
風
雨
と
満
潮

(大
潮
)

が
重
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
高
波
で
海
岸
擁
壁
が
倒

壊
し
、
約
一
七
0
m
に
わ
た
っ
て
道
路
決
壊
が
生
じ

南
薩
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
い
え
る
国
道
二
二
六

号
が
全
面
通
行
止
め
と
い
う
最
悪
の
事
態
と
な
っ
た
。

な
お
、
当
区
間
は
特
殊
通
行
規
制
区
間
と
な
っ
て

お
り
、
事
前
に
通
行
規
制
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
人

的
な
被
害
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
当
地
区
で
は
隣
接
し
て
走
る
J
R
線
も
一

部
被
災
し
た
。

3

通
行
規
制
及
び
迂
回
路

特
殊
通
行
規
制
区
間
の
た
め
、
被
災
前
か
ら
通
行

止
め
を
し
て
い
た
。

当
路
線
の
寸
断
は
、
迂
回
路
が
近
隣
に
な
く
、
大

幅
迂
回
に
な
る
た
め
、
地
域
の
方
々
の
生
活
は
も
と

よ
り
、
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
指
宿
地
域
の
観
光
等
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

影
響
を
極
力
小
さ
い
も
の
に
す
る
た
め
に
も
早
期
の

応
急
復
旧
を
実
施
し
て
一
日
も
早
く
通
行
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。

讓
増

　

　　　　　　
　　　

　　　　
　

　

~

さえ

4

復
旧
状
況

応
急
復
旧
工
事
は
、
控
え
式
鋼
矢
板
工
法

(海
岸

側
に
鋼
矢
板
、
山
側
に
控
え
H
形
鋼
施
工
)
を
採
用

し
、
被
災
の
翌
日
に
工
事
に
着
手
し
た
。

ま
た
、
工
事
は
J
R
近
接
工
事
の
た
め
、
特
に
高

度
な
工
事
の
安
全
対
策
管
理
が
必
要
と
な
り
、
列
車

通
過
時
の
工
事
中
断
等
厳
し
い
作
業
条
件
下
で
二
四

時
間
体
制
で
応
急
復
旧
工
事
を
行
っ
た
。

職
員
及
び
工
事
関
係
者
の
懸
命
な
努
力
の
結
果
、

被
災
の
わ
ず
か
四
日
後
の
二
〇
日
七
時
に
は
片
側
交応急復旧完了 (2車線交通開放)

8 道々テセ 98 .6



良
　
ホ先

750
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応急復旧横断図
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互
通
行
を
確
保
し
、
引
き
続
き
二
車
線
で
の
交
通
開

放
を
目
指
し
、
夜
間
二
一
時
か
ら
五
時
ま
で
の
間
通

行
止
め
を
行
い
、
応
急
復
旧
二
車
線
工
事
を
進
め
七

日
後
の
二
七
日
五
時
二
車
線
で
の
交
通
開
放
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
早
期
の
応
急
復
旧
が
可
能
と
な
っ

た
要
因
と
し
て
は
、
復
旧
工
法
の
決
定
、
工
事
の
資

機
材
の
調
達
が
敏
速
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、

周
辺
住
民
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
昼
夜
兼
行

(二
四

時
間
)
の
施
工
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
、
舗
装
や
擁

壁
の
残
骸
の
緊
急
仮
処
置
等
に
海
岸
民
地
所
有
者
の

協
力
が
得
ら
れ
敏
速
な
作
業
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
。

J
R
の
協
力
に
よ
り
列
車
運
行
時
の
作
業
協
議
等
が

円
滑
に
で
き
た
こ
と
と
、
N
T
T
の
協
力
に
よ
り
N

T
T
埋
設
通
信
線
と
の
施
工
調
整
が
円
滑
に
で
き
た

こ
と
等
が
上
げ
ら
れ
る
。

応
急
復
旧
工
事
中
は
、
当
事
務
所
保
有
の
災
害
対

策
車
を
現
地
に
配
備
し
、
現
地
支
部
と
し
て
使
用
し

た
。な

お
、
本
復
旧
は
、
護
岸
擁
壁
及
び
消
波
工
を
設

置
す
る
工
法
で
本
年
一
○
月
末
を
目
途
に
現
在
工
事

中
で
あ
る
。

5

報
道
機
関
等
へ
の
対
応

新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
を
通
じ
て
、
道
路
利

用
者
へ
広
く
早
く
情
報
の
伝
達
を
行
う
た
め
報
道
機

関
に
対
し
て
被
災
状
況
や
交
通
規
制
状
況
、
復
旧
工

事
の
進
捗
状
況
、
交
通
開
放
の
日
時
等
の
情
報
を
不

定
期
で
は
あ
る
が
F
A
X
等
に
よ
り
記
者
発
表
を
行

っ
た
。

四

災
害
応
急
復
旧
に
よ
せ
ら
れ
を
声

観
光
シ
ー
ズ
ン
最
盛
期
に
被
災
か
ら
わ
ず
か
四
日

後
の
早
期
開
通
に
対
し
て
各
方
面
か
ら
様
々
な
感
謝

の
声
を
い
た
だ
い
た
の
で
紹
介
す
る
。

へ南
薩
市
町
か
ら
〉

九
月
二
二
日
㈲

･
九
月
二
〇
日
早
朝
の
暫
定
一
車
線
開
放
に
対
し
、

指
宿
市
長
、
山
川
町
長
、
顛
娃
町
長
の
名
代
と

し
て
、
各
市
町
の
部
課
長
が
鹿
児
島
国
道
工
事

事
務
所
長
に
お
礼
来
訪
。

へ指
宿
市
観
光
協
会
、

指
宿
温
泉
旅
館
事
業
協
同
組
合
か
ら
〉

九
月
二
九
日
側

･
二
七
日
の
早
期
復
旧
、
二
車
線
完
成
に
両
協

会
･
組
合
長
が
事
務
所
長
へ
感
謝
状
を
持
参
。

へ鹿
児
島
市
商
工
会
議
所
か
ら
〉

九
月
三
〇
日
閃

･
同
会
議
所
会
頭
の
名
代
と
し
て
専
務
理
事
が
事

務
所
長
を
お
礼
訪
問
。
後
日
一
〇
月
一
七
日
に

別
途

｢感
謝
状
｣
の
贈
呈
を
決
定
し
た
旨
案
内

を
受
け
た
。

五

お
わ
り
に

車
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
不
可
欠
な
も
の
に
な
っ

て
お
り
、
災
害
に
よ
る
道
路
の
寸
断
は
日
常
生
活
、

経
済
活
動
に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え
る
。
こ
の

た
め
、
当
事
務
所
で
も
管
理
区
間
の
十
分
な
安
全
が

確
保
で
き
る
よ
う
各
種
の
震
災
･
防
災
対
策
事
業
や

災
害
時
の
代
替
ル
ー
ト
と
も
な
る
バ
イ
パ
ス
等
の
事

業
を
鋭
意
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
災
害

時
に
は
、
現
地
の
情
報
を
的
確
･
迅
速
に
把
握
し
、

関
係
機
関
や
道
路
利
用
者
へ
適
切
に
情
報
提
供
す
る

こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
C
C
T
V

(監
視
カ

メ
ラ
)、
道
路
情
報
板
等
も
順
次
整
備
し
て
い
る
。
今

後
さ
ら
に
、
道
路
管
理
の
高
度
化
を
目
指
し
、
道
路

管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、

防
災
管
理
の
情
報
化
を
推
進
し
、
道
路
管
理
情
報
シ

ス
テ
ム
の
拡
充
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(九
州
地
方
建
設
局
鹿
児
島
国
道
工
事
事
務
所
長
)
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特
集
/
夏
期
の
道
路
管
理

本
州
四
国
連
絡
橋
の
長
大
橋
管
理

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

維
持
施
設
部

が
概
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

2

長
大
橋
梁
の
概
要

本
四
道
路
の
維
持
管
理
上
の
特
徴
は
、
巨
大
で
複

雑
な
多
数
の
要
素
で
構
成
さ
れ
る
海
峡
部
橋
梁
の
保

全
に
集
約
さ
れ
る
。
表
2
に
本
州
四
国
連
絡
橋
の
橋

梁
諸
元
を
示
す
。

3

海
峡
部
長
大
橋
の
特
徴

○

他
に
代
替
性
の
な
い
、
巨
費
を
投
じ
た
貴
重
な
社

会
資
本
で
あ
る

本
州
と
四
国
の
海
峡
部
を
つ
な
ぐ
、
他
に
代
替
道

路
の
な
い
幹
線
道
路
で
あ
る
。
こ
の
交
通
路
の
遮
断

は
、
本
州
と
四
国
の
社
会
･
経
済
に
多
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
避
け
、
日
本
の
社
会

一
本
四
道
路
の
維
持
管
理
上
の
特
徴

ー

概

要

計
画
道
路
延
長
は
、
海
峡
部
長
大
橋
も
含
め
て
約

一
八
六
如
に
及
び
、
橋
梁
に
は
道
路
･
鉄
道
併
用
橋

も
含
ま
れ
て
い
る
。

図
ー
に
路
線
概
要
図
、
表
1
に

｢各
ル
ー
ト
の
主

た
る
施
設
｣
を
示
す
。

現
在
、
本
四
公
団
で
は
計
画
延
長
の
約
八
三
%
に

あ
た
る
一
五
五
･
六
蝿
を
供
用
し
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
る
。

な
お
、
平
成

=
年
度
末
に
は
、
尾
道
･
今
治
ル

ー
ト
の
新
尾
道
大
橋
区
間
･
多
々
羅
大
橋
区
間
･
来

島
大
橋
区
間

(新
規
一
七
･
五
組
)
を
完
成
し
、
こ

の
ル
ー
ト
の
全
通
を
迎
え
、
本
四
道
路
の
三
ル
ー
ト

明石海峡大橋 淡路島から神戸側を望む

道行セ 98 .6 メノ



図 1 本州四国連絡橋図
平成10444月刈現&≦

②を 経
済
に
安
定
的
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
存
在
さ
せ
る
べ

く
、
橋
を
良
好
な
状
態
に
保
全
す
る
と
と
も
に
交
通

路
の
常
時
性
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
条
件
で

②

気
象
海
象
環
境
と
橋
の
構
造

海
峡
部
橋
梁
は
激
し
い
気
象
･
海
象
条
件
と
複
雑

表 1 本州四国連絡道路の主たる施設

区 分 延 長
主 た る 施 設

海峡部長大橋 トンネル I C 数 S A ･ P A 数

A ルート

(神戸~ 鳴門)

道路 89 ,okm

鉄道 3.5km

4 橋

( 7 .1kの

6 箇所

( 5 ,9kの
lo 4

D ルート

(児島~ 坂出)

道路 37 .3km

鉄道 32 .4km

7橋

( 7 .6kの

4箇所
( 1 .4km)

5 3

E ルート

(尾道~ 今治)

道路 59 ,4km 10橋

( 9 .5kの

2箇所
( 1,9kの

17 4

計
道路 185.7km

鉄道 35 .9km

21橋

(24 .2km)

12箇所

( 9 .2kの
34 11

メ2 道イテセ 98.6



な
地
形
･
地
質
条
件
下
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

五
〇
〇
万
姪
に
も
達
す
る
。

へ
の
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

環
境
下
で
こ
れ
ら
の
構
造
物
群
を
保
全
し
て
い
く
た

②
下
部
構
造
"
海
中
に
設
置
し
た
も
の
が
多
く
、

表
3
に

｢海
中

堂

の
藍
｣
を
示
す
。

表
3
に

｢海
中
基
礎
の
一
覧
｣
を
示
す
。

β

･
維
持
管
理
下
に
お
い
て
は
、
交
通
路
と
し
て
の

お

常
時
性
の
確
保
が
命
題
で
あ
り
、
特
に
長
大
橋

セ

に
つ
い
て
は
万
全
の
体
制
で
保
全
と
安
全
通
行

齢

の
推
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

表 2 本四連絡橋の橋梁諸元

路 線 名 形 式 橋長( m ) 中央支間長( m ) 塔高( m ) 桁下高( m )

村
橋
橋
橋
橋

し
大
架
り

癈
高鼾
養

声
石
崎
既

仲
明
門
大
撫

橋
橋
橋
橋

桁

桁

箱

箱

吊
鋼
吊
鋼

"

一
隻
-

村
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

一
大

大
大
ス

ル
戸
島
島

戸
戸
ラ

島
瀬
瀬
ト

辯

石
黒

讃
讃
州

島
睾

備
備
の

睨
崗
櫃
岩
与
北
南
番

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

毎
酋
長
ス

ス

コリ
コリ
-フ

-フ

吊
斜
斜
ト
吊
吊
ト

49
52
錠

-
椒
鋭

村
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

大
夫
大

磨
大
こ
く

大
も

く

淌
ブ
ナ

]
窿
烏

す
沃

三

一三

今
、

萱
島

F
覇

7

道
尾
穴
去

々
三

島
第
第
第

島
島
島

儒
新
尾
園
生
多
大
伯
犬
来
来
来

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

張
張

張
張
聯

斜
斜
吊
斜
斜
ア
鋼
吊
吊
吊
吊

郊
落
第
幻
24

-
-
97
49
斜
視

め
に
は
常
に
入
念
か
つ
綿
密
な
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

①
上
部
構
造
…
鋼
材
の
使
用
が
一
般
的
で
あ
り
、

そ
の
鋼
重
は
約
八
〇
万
t
に
達
す

る
。
こ
の
た
め
、
塗
装
面
積
は
約

表 3 本四連絡橋の海中基礎一覧

ル
ー
-1い

橋梁名 鸚 基礎施工法 寸法 (m)
(橋軸×直角×高さ)

盤
P

地

･砺

持
T
印

支
高

高
P
)

端

･
m

天
T
(

A

明石海峡大橋 P
▲

り乙 鋼設置ケーソン 180 X 65 - 60 + 5
.
0

P
▲QJ

鋼設置ケーソン 178 X 62 57- + 5
.
O

大鳴門橋 P
▲

り乙 多柱基礎 13
,
2×l2本 - 20 十7

･
0

p
具

QU 多柱基礎 17×2本
、

14×16本 20- + 7
･
0

P
▲

イ生 多柱基礎 17×2本
、

14×16本 加- + 7
,
0

D

櫃石島橋 P
▲

リム 鋼設置ケーソン 25 X 46 X 32
.
5 - 28 + 4

.
5

P
▲ろくJ 脚付き鋼設置ケーソン 29 X 46 X 30

.
5 第- + 5

.
5

岩黒島橋 P
▲

ら乙 鋼設置ケーソン 18 X 46×17
.
5 - 15 + 2

.
5

P
AQJ 鋼設置ケーソン 22 X 46 X 26

.
5 - 24 + 2

.
5

P
▲

“生 鋼設置ケーソン 36×32×16
.
5 M- + 2

,
5

南 ･北

備讃瀬戸大橋
P
▲

り乙 ンソ一ケ置設鋼 蜷×印×第 10ー 蜘+
P
▲QU ンソ

′一ケ
′

置設鋼 聡×57×第 mー 鈎+
A獲れ仕 ンソ

′-
ケ
ノ

置設鋼 聡×62×57 mー 即+
P
具にJ ンソ一ケ置設鋼 "×鶉×" 32- 即+
P
▲AV ンソーケ置設鋼 $×59×瑯 50ー 即+
Aワ‘ ンソ′一ケ置設銅 琉×即×お 50ー 即+

【E

多々羅大橋 p
ろ

り乙 ンソ一ケ置設錮 37×船×お 総- 卿+
P
▲

QU ンソ′ーケ置設鋼 "×鸚×第 "ー 幼+
来島大橋 P

▲リム ンソ一ケの
)

R
訃

施×狙×第 QOー "+
P
▲

QU ンソ′一ケ置設鋼 蜷×狙×均平獺 鱒【 即+
Aバせ ンソ一ケ

′
置設鋼 34×45×45 30- 拗+

P
▲

にJ ンソ
′一ケ置設鋼 絮×⑧~錐1驫 “- 即+

P
▲

QJ ンソーケCR 鵠盤×49×23 18ー 即+
T , P :東京湾中等潮位 (海面基準)

そ
の
数
は
二
〇
数
基
に
も
及
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
の
基
礎
は
、
強
潮

流
な
ど
の
条
件
下
で
設
置
さ
れ
た

も
の
が
多
く
、
洗
堀
、
鋼
材
の
腐

食
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
な
ど



③

長
大
橋
の
挙
動
と
観
測

中
央
支
間
長
一
、
○
○
o
m
を
超
え
る
長
大
吊
橋

で
は
荷
重
と
温
度
変
化
に
よ
り
、
桁
端
は
一
m
以
上

も
伸
縮
し
、
ま
た
鉛
直
方
向
に
は
四
m
程
度
の
た
わ

み
を
生
じ
る
構
造
で
あ
り
、
強
風
を
受
け
た
際
に
は

水
平
方
向
に
数
m
の
変
形
を
許
容
す
る
構
造
と
な
っ

て
い
る
。

こ
れ
は
長
大
橋
の
宿
命
で
あ
り
、
｢動
く
橋
｣
が
前

提
の
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
長
大
橋
を

維
持
管
理
し
て
い
く
に
は
、
日
常
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
点
検
管
理
の
み
な
ら
ず
橋
の
動
態
観
測
な
ど
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
常
に
橋
体
の
健
全
度
を
把
握

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

燭

複
雑
な
大
規
模
構
造
物

道
路
･
鉄
道
併
用
橋
を
は
じ
め
と
し
て
、
ほ
と
ん

ど
の
橋
梁
は
大
規
模
で
複
雑
な
構
造
を
有
し
て
お
り
、

海
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
点
検
作
業
･
補
修
作
業
に
は

困
難
が
伴
う

(写
真
ー
参
照
)。

二

海
峡
部
長
大
橋
の
保
全

海
峡
部
長
大
橋
の
保
全
は
、
橋
体
の
点
検
･清
掃
･

小
補
修
な
ど
の
維
持
作
業
、
冬
期
の
雪
氷
対
策
な
ど

道
路
機
能
を
保
持
す
る
た
め
の
日
常
的
業
務
、塗
替
･

設
備
更
新
な
ど
の
定
期
的
作
業
な
ど
、
旧
来
の
維
持

管
理
業
務
に
加
え
て
、
動
態
観
測
･
健
全
度
評
価
な

ど
の
予
防
的
管
理
、
環
境
対
策
の
充
実
、
橋
梁
の
健

　
　

主

ガ

　
　　
ハンガーケーブル

　　　　　道路走行面

全
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
材
料
開
発
･
工
法
開
発

及
び
構
造
改
良
な
ど
の
調
査
･
研
究
･
実
施
な
ど
を

行
う
こ
と
で
あ
る
。

=

点
検

点
検
作
業
は
大
き
く
分
け
て
、
日
常
点
検
、
定
期

点
検
及
び
臨
時
点
検
(異
常
時
点
検
含
む
)
か
ら
な
っ

て
い
る
。
大
規
模
で
複
雑
な
構
造
物
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
日
常
点
検
と
定
期
点
検
を
実
施
す
る
だ
け
で
も

常
時
、
多
く
の
人
員
と
技
術
力
を
必
要
と
し
て
い
る
。

①

日
常
点
検

日
常
点
検
は
目
視
を
主
体
と
し
て
橋
面
、
交 標準横断図 (吊橋部 :道路 ･鉄道併用橋)

通
安
全
施
設
や
添
架
物
な
ど
の
状
況
把
握
及
び

橋
体
の
異
常
の
有
無
を
把
握
す
る
こ
と
を
主
目

的
と
し
、
管
理
路
ま
た
は
、
路
面
上
か
ら
硯
認

で
き
る
範
囲
を
日
常
的
に
徒
歩
で
行
う
巡
回
点

検
を
行

っ
て
い
る
o

②

定
期
点
検

定
期
点
検
は
構
造
物
の
機
能
低
下
の
原
因
と

な
る
損
傷
等
の
早
期
発
見
及
び
橋
体
の
健
全
度

を
評
価
す
る
目
的
で
期
間
、
周
期
を
定
め
て
実

施
す
る
点
検
で
あ
り
、
基
本
点
検
と
精
密
点
検

と
に
分
け
ら
れ
る
。

写真 1
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o
基
本
点
検

基
本
点
検
は
管
理
路
ま
た
は
点
検
作
業
車

を
使
用
し
て
、
目
視
、
触
手
及
び
簡
単
な
器

具
を
使
っ
て
橋
梁
全
般
に
わ
た
り
細
部
を
点

検
す
る
も
の
で
あ
る
。

o
精
密
点
検

精
密
点
検
は
計
測
器
に
よ
る
測
定
を
主
体

に
、
橋
梁
の
健
全
度
を
評
価
す
る
た
め
の
デ

ー
タ
収
集
を
行
う
。
な
お
、
点
検
頻
度
は
、

原
則
と
し
て
供
用
後
一
年
目
、
三
年
目
、
五

年
目
に
、
そ
の
後
は
五
年
毎
に
実
施
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

③

臨
時
点
検

臨
時
点
検
は
地
震
等
の
異
常
気
象
時
の
後
、

通
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
構
造
物
の
被

災
状
況
の
調
査
を
し
た
り
、
定
期
点
検
等
で
発

見
さ
れ
た
異
常
等
を
更
に
調
査
す
る
場
合
な
ど

必
要
に
応
じ
て
実
施
す
る
点
検
で
あ
る
。

の

動
態
観
測
シ
ス
テ
ム
の
運
用

長
大
橋
梁
の
橋
体
管
理
、
交
通
管
理
及
び
設
計
検

証
を
行
う
た
め
海
峡
部
橋
梁
を
対
象
に
動
態
観
測
シ

ス
テ
ム
を
運
用
し
基
礎
情
報
の
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

本
シ
ス
テ
ム
は
も
と
よ
り
橋
梁
の
健
全
性
を
把
握
す

る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
精
密
点
検
デ
ー
タ
等

と
合
わ
せ
て
橋
体
管
理
に
利
用
し
て
い
る

(写
真

2
)
0

◎橋体変位観測装置による水平変位と風速の測定グラフの例

( ハ (ハ -ハ

} ず) レ̂̂ J V W 、-

- …
VT〉

水
平
変
位
‘

弓
謀

3

設
U^

、 、

^ 赫 .･･
、

が執き群燕執合母

写真 2 動態観測システム
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③

健
全
度
評
価

建
設
時
に
蓄
積
さ
れ
た
施
工
デ
ー
タ
及
び
供
用
後

に
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
点
検
･
補
修
デ
ー
タ
の
効
率

的
な
収
集
あ
る
い
は
提
供
を
行
う
た
め
、
長
大
橋
の

点
検
管
理
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
行

っ
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
変
状
、
補
修
記
録
等
は
一
元

化
に
管
理
さ
れ
、
検
索
を
容
易
に
し
た
。
あ
わ
せ
て

長
大
橋
の
健
全
度
評
価
と
い
う
観
点
か
ら
、
現
在
実

施
し
て
い
る
各
種
点
検
や
動
態
観
測
の
デ
ー
タ
を
使

用
し
、
長
大
橋
橋
体
の
健
全
度
を
評
価
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
る
。

@

構
造
物
改
良

建
設
の
終
っ
た
橋
を
漫
然
と
維
持
補
修
す
る
だ
け

で
な
く
、
各
部
材
の
改
良
や
材
料
開
発
な
ど
、
長
大

橋
が
長
期
間
に
わ
た
り
健
全
性
を
保
持
す
る
た
め
の

調
査
･
研
究
及
び
実
施
を
進
め
て
い
る
。

◎

点
検
補
修
作
業
車
の
活
用

海
峡
部
に
架
け
ら
れ
た
橋
梁
は
、
海
面
が
航
路
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
地
点
が
多
く
、
航
路
高
を
確

保
す
る
必
要
か
ら
海
上
で
且
つ
高
所
に
構
造
物
が
作

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
海
上
は
陸
上
に
比
べ
風
が
強
く
、

海
面
は
航
路
や
漁
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毎

面
か
ら
の
作
業
は
大
幅
な
制
約
を
受
け
る
。

こ
の
た
め
維
持
管
理
に
は
、
各
種
の
点
検
補
修
用

作
業
車
等
の
設
備
を
設
置
し
て
、
作
業
の
安
全
確
保

と
省
力
化
を
図
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
を
使
用
す
る
に
し
て
も
な
お
熟
練
し
た
作
業

員
や
経
験
の
あ
る
公
団
職
員
が
必
要
で
あ
る

(写
真

3
)
0

I▲ - '

へ
--く

虹準l蟄団I M 消

デ

ニ

“
幻 藤

噂髄
グ

皿

暑

も

h
辞茎

γ
【鯵

｣

=‘

ヱ
h
、 贈 糺し惣 L 主ケーブル

写真 3 ー l ケーブル作業車一般図
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曲弦トラス橋用作業車吊橋 ･斜張橋用作業車

/ /
　　　　

きざミこぐきみ ＼"ゞ
~

北備讃瀬戸大橋

" 与島橋
　

橋のあらゆる部分に自由に接近できる

補剛トラス外面作業車
写真 3‐ 2 桁外面作業車
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吊上装置 橙石島高架橋

写真 3 ー 3 桁内面作業車
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@

ロ
ボ
ッ
ト
等
の
開
発

今
後
、
経
年
変
化
に
伴
い
、
維
持
管
理
作
業
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
こ
か
ら
、
塗
膜
の
劣
化
の
点
検
を

行
う
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
塔
及
び
桁
の
部
材
の
補
修
塗
装

を
行
う
ロ
ボ
ッ
ト
や
設
備
等
の
開
発
、
新
補
修
材
料

の
開
発
、
作
業
方
法
の
改
善
等
の
開
発
を
進
め
て
い

る

(写
真
4
)
。

三

通
行
規
制
と
通
行
禁
止
基
準
値

本
四
道
路
の
当
該
地
域
は
、
冬
期
の
季
節
風

(
一

た

、ル

′-話
し

　　
　

一
月
-
三
月
期
の
北
西
の
強
風
)
を
中
心
に
台
風
期
、

春
期
の
濃
霧
な
ど
に
お
い
て
、
海
峡
部
長
大
橋
の
通

行
規
制
、
通
行
止
め
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
し
て
表

4
の
よ
う
に
通
行
禁
止
基
準
値
を
定
め
て
い
る
。

な
お
、
通
行
禁
止
措
置

(通
行
止
め
)
を
行
う
場

合
は
、
現
地
管
理
事
務
所
に
お
い
て
高
速
警
察
隊
等

と
の
協
議

(必
要
に
応
じ
て
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
。
)
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

道行セ 98.6 メタ

ポットの概要

風 :10分間平均風速

事 象 50km規制 (通行規制基準値) 通行禁止 (通行禁止基準)

降 雨
連続雨量 : 概ね150皿m以上又は

時間雨量 : 概ね30mm以上
刈
臆

上
後

祓
広
時

250
翰
扮

概
獅
緘

量
欝
洲

雨

雨

量

続
続
雨

連

連

間

地 震 50gal ~ 80gal (震度 4 以上) 80ga1以上 (震度 5 弱以上)

他
等

の
風

そ
暴

風 上或//に･〉
ね概 上祕//に･Uね概

霧 下鷆200檄潴 鰈檄潴
雪 態燃つ聯積 機い著獲
瀦 鞘る“れさ想予が囃 ㈱梱L"“行通の車

合
艘
場

一
る

し

れ

結

さ

凍
断

※児島 ･坂出ルート (瀬戸大橋) の基準値である。



特
集
/
夏
期
の
道
路
管
理

高
速
道
路
に
蘂
け
る
渋
滞
予
測

J
H
日
本
道
路
公
団
保
全
交
通
部
交
通
対
策
課

一
渋
滞
の
現
状

J
H
日
本
道
路
公
団
が
管
理
す
る
高
速
道
路
は
、

平
成
一
〇
年
四
月
現
在
で
開
通
延
長
が
六
、
三
八
五

輌
、
一
日
平
均
利
用
台
数
が
三
九
五
万
台
に
達
し
て

お
り
、
今
や
国
民
生
活
や
産
業
経
済
活
動
を
支
え
る

自
動
車
交
通
の
大
動
脈
と
な
っ
て
い
ま
す

(図
1
)。

こ
う
し
た
利
用
状
況
か
ら
、
高
速
道
路
で
の
渋
滞

回
数
は
、
年
々
増
加
し
て
、
平
成
九
年
に
は
三
五
、

八
七
八
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
渋
滞
の
主
な
原
因
は
、

①

交
通
容
量
以
上
に
交
通
が
集
中
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
発
生
す
る
交
通
集
中
渋
滞

②

交
通
事
故
に
起
因
し
て
発
生
す
る
交
通
事
故

渋
滞

③

工
事
等
の
規
制
に
伴
っ
て
発
生
す
る
工
事
渋

開
通
延
長

滞

0の

00

00

00

0

0

(km )
i 10(X)○

楜
＼
＼ ず

4貌鞠瑶
咎 。コ鋤ロ

J
ね
鉈

,解 W

h
針

1-- 釧に

の
三
つ
に
分
け
ら
れ
、
原
因
別
の
渋
滞
発
生
頻
度
は
、

交
通
集
中
渋
滞
が
約
七
三
%
、
交
通
事
故
渋
滞
が
約

一
四
%
、
工
事
渋
滞
が
約
一
三
%
と
な
っ
て
い
ま
す

(図
2
)。

な
お
、
高
速
道
路
で
の
渋
滞
の
定
義
は

｢時
速
四

0
m
以
下
で
低
速
走
行
あ
る
い
は
停
止
･
発
進
を
繰

り
返
す
車
列
が
一
如
以
上
か
つ
一
五
分
以
上
継
続
し

た
状
態
｣
を
言
い
ま
す
。

二

渋
滞
対
策

◎

交
通
集
中
に
伴
う
渋
滞
対
策

高
速
道
路
に
お
け
る
交
通
集
中
渋
滞
は
、
平
日
･

休
日
に
限
ら
ず
発
生
し
て
い
る
箇
所
、
土
曜
日
･
日
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曜
日
に
集
中
し
て
発
生
し
て
い
る
箇
所
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
･
お
盆
･
年
末
年
始
時
期
な
ど
季
節
的

に
発
生
し
て
い
る
箇
所
な
ど
曜
日
特
性
、
季
節
特
性

を
も

っ
て
い
ま
す
。

高
速
道
路
に
お
い
て
、
交
通
集
中
渋
滞
が
年
間
三

〇
回
以
上
発
生
し
て
い
る
箇
所
、
ま
た
は
平
均
渋
滞

聡

滞渋

滞
滞
中

8

渋

渋
集

　

　
　
　

　

　　

H

延
長
が
二
蹴
以
上
の
箇
所
な
ど
、
特
に
渋
滞
の
著
し

い
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
は
二
八
〇
箇
所
あ
り
ま
す
。

主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
を
道
路
構
造
か
ら
見
て
み
る

と
、
料
金
所
部
が
三
五
%
、
本
線
部
が
六
五
%
に
大

別
さ
れ
、
本
線
部
渋
滞
で
は
、
上
り
坂
及
び
サ
グ
部

(下
り
坂
か
ら
上
り
坂
に
さ
し
か
か
る
所
)
で
二
八

%
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
合
流
部
で
三
一%
、
ト
ン

ネ
ル
入
口
部
で
八
%
と
な
っ
て
い
ま
す

(図
3
)。

交
通
集
中
渋
滞
解
消
の
対
策
と
し
て
は
、
ネ
ッ
ト

道行セ 98.6 2 /

主要渋滞ポイント
窓)箇所(1の%)

部所
弱

金
錢

料

都市高速接続部

偽　　
　

　

　

坂

め

り

岼

上

図 3 道路構造別渋滞発生箇所 (平成 7年)
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図 2 高速道路全体の渋滞状況 (渋滞回数)



ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
る
交
通
分
散
を
図
る
と
と
も
に
、

方
式
の
実
施
や
、
恒
常
的
に
行
わ
れ
る
維
持
作
業
や

東
北
道
･
中
央
道
等
の
本
線
の
車
線
拡
幅
、
東
名
･

集
中
工
事
の
期
間
中
に
行
え
な
い
工
事
な
ど
を
、
交

名
神
等
の
付
加
車
線
の
設
置
、
道
央
道
･
九
州
道
等

通
量
が
比
較
的
少
な
く
、
渋
滞
が
起
こ
り
に
く
い
時

の
イ
ン
タ
i
チ
ェ
ン
ジ
の
改
良
等
の
各
種
対
策
を
実

間
帯
や
曜
日
を
厳
選
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

施
中
及
び
実
施
す
る
予
定
で
す
。

工
事
の
規
制
に
伴
う
渋
滞
の
発
生
を
最
小
限
に
お
さ

②

E
T
C
(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ

え
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

名
神
等
の
付
加
車
線
の
設
置
、
道
央
道
･
九
州
道
等

の
イ
ン
タ
i
チ
ェ
ン
ジ
の
改
良
等
の
各
種
対
策
を
実

施
中
及
び
実
施
す
る
予
定
で
す
。

②

E
T
C
(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ

ム
)
の
導
入

料
金
支
払
い
の
た
め
の
一
旦
停
車
に
起
因
す
る
料

金
所
渋
滞
を
緩
和
･
解
消
す
る
こ
と
等
に
よ
り
料
金

所
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
J
H

で
は
E
T
C
を
東
名
･
名
神
及
び
大
都
市
圏
等
の
整

備
効
果
の
高
い
、
連
続
性
の
あ
る
区
間
を
短
期
間
に

整
備
し
、
そ
の
後
、
投
資
効
果
･
利
用
性
を
踏
ま
え
、

平
成
一
四
年
度
末
に
は
概
ね
五
割
の
料
金
所
に
導
入

す
る
予
定
で
す
。

③

交
通
事
故
渋
滞
対
策

交
通
事
故
渋
滞
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
交
通

事
故
そ
の
も
の
を
減
ら
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
J

H
で
は
、
高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
け
る
交
通
安
全

対
策
に
関
す
る
事
業
計
画
に
基
づ
き
交
通
安
全
対
策

を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
他
、
事
故
処
理
時
間
の

短
縮
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

④

工
事
渋
滞
対
策

工
事
渋
滞
対
策
と
し
て
は
、
交
通
量
が
比
較
的
少

な
く
、
天
候
が
安
定
し
て
い
る
時
期
に
、
イ
ン
タ
ー

チ
ェン
ジ
間
を
連
続
的
に
車
線
規
制
し
た
集
中
工
事

三

渋
滞
ス
ト
レ
ス
の
解
消
対
策

予
期
せ
ぬ
渋
滞
は
、
お
客
様
に
と
っ
て
イ
ラ
イ
ラ

運
転
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
イ
ラ
イ

ラ
運
転
の
解
消
対
策
と
し
て
、
道
路
交
通
情
報
の
よ

り
正
確
で
広
域
的
･
即
時
的
な
提
供
、
渋
滞
予
測
の

広
報
に
よ
る
交
通
の
分
散
、
休
憩
施
設
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
の
拡
大
な
ど
施
設
の
整
備
拡
充
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

=

道
路
交
通
情
報
提
供
の
充
実

①

走
行
中
の
情
報
提
供

L
E
D
化
し
た
道
路
情
報
板
や
音
声
に
よ
る

道
路
交
通
情
報
の
詳
細
が
提
供
で
き
る
ハ
イ
ウ

ェ
イ
ラ
ジ
オ
の
整
備
等
よ
り
分
か
り
易
く
、
正

確
で
広
域
的
な
情
報
を
即
時
的
に
情
報
提
供
す

る
こ
と
に
努
め
る
と
と
も
に
、
多
様
化
･
高
度

化
す
る
情
報
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
主
要

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
所
要
時
間
を
お
知

ら
せ
す
る
所
要
時
間
専
用
情
報
板
の
設
置
や
、

渋
滞
通
過
時
間
を
本
線
上
の
道
路
情
報
板
や
ハ

イ
ウ
ェ
イ
ラ
ジ
オ
で
お
知
ら
せ
し
た
り
、
V
I

C
s
に
よ
る
情
報
提
供
の
充
実
に
も
努
め
て
い

ま
す
。

②

出
発
前
の
情
報
提
供

お
出
か
け
前
に
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
道
路
交

通
情
報
が
、
電
話
に
よ
り
ど
こ
か
ら
で
も
入
手

で
き
る
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
レ
ホ
ン
及
び

ハ
イ
ウ

ェ
イ
F
A
X
を
今
後
も
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

③

休
憩
施
設
に
お
け
る
情
報
提
供

休
憩
施
設
内
に
お
い
て
、
道
路
交
通
情
報
を

は
じ
め
、
行
先
別
経
路
案
内
等
各
種
の
情
報
を

提
供
し
て
い
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
設
置
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。

②

渋
滞
予
測
広
報
の
充
実

交
通
混
雑
期

(ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
･
お
盆
･

年
末
年
始
)
及
び
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祭
日
に
お
け

る
お
客
様
の
高
速
道
路
の
旅
行
計
画
に
ご
利
用
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
交
通
混
雑
を
緩
和
す
る
目
的
と
し

て
、
渋
滞
予
測
の
広
報
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

③

休
憩
施
設

(S
A
･
P
A
)
の
拡
充

混
雑
の
著
し
い
休
憩
施
設
に
つ
い
て
、
駐
車
ス
ペ

ー
ス
の
拡
大
な
ど
施
設
の
整
備
拡
充
を
進
め
、
今
後

と
も

｢よ
り
安
全
で
快
適
な
う
る
お
い
あ
る
エ
リ
ア

づ
く
り
｣
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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四

渋
滞
予
測
手
法

交
通
集
中
渋
滞
の
予
測
手
法
は
、
過
去
三
カ
年
程

度
の
渋
滞
発
生
状
況
デ
ー
タ
か
ら
、
交
通
事
故
･
異

常
気
象
等
に
伴
う
渋
滞
を
除
い
た
も
の
を
参
考
に
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
･
本
線
の
車
線
拡
幅
･
イ
ン

長滞
帯

渋
間
夕

の
時

一

時
別
デ

ク
度
量

　
　
　

ビ
渋
交

e
e
の

e曜日のすれを考慮
e交通量と渋滞バタ…ン確認

　
　

所

･
間

場
日
時

生
生
生

発
発
発

　
　
　

e特異状況下の渋滞の排除
e道路の整備状況の考慮
の発生パターンの確認

渋滞状況の整理

も　渋滞状況の修正

一
誌

夕
関

ス
機

　

　

長

ポ

･
載

･
ト
輻

篇
間

渋
時

シ

ツ
の

　
　

　
　
　

一
加

測

ビ
増

予
-

e
e

e
e
e

　
　

曜
時

所

･
別

場
日
長

生
生
滞

発
発
渋

　
　
　

の
緘

　
　

当
滞渋

　しヵフ
　
　

　
　
　

発
ラ
イ

　　
　
　

コ
ビ
ウ

ス
レ
イ

マ
テ
ハ

e
e
e予測結果の広報 ･ハイウェイ

図 4 交通集中渋滞の予測手法

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
改
良
等
の
ハ
ー
ド
的
な
渋
滞
対
策
の

実
施
状
況
及
び
各
年
の
曜
日
の
ず
れ
等
を
考
慮
し
て

予
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。

予
測
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
最
大
渋
滞
長
一
○
虹
以

上
と
な
る
交
通
集
中
渋
滞
を
各
道
路
ご
と
に
渋
滞
の

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
箇
所

(渋
滞
先
頭
)
･渋
滞
長
･渋
滞

時
間
･
ピ
ー
ク
時
間
に
つ
い
て
お
客
様
に
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す

(図
4
)。

五

お
盆
時
期
に
お
け
る
高
速
道
路
の
渋

滞
の

昨
年
の
高
速
道
路
の
渋
滞

昨
年
の
お
盆
時
期
に
お
け
る
高
速
道
路
の
混
雑
状

況
は
、
下
り
線
は
八
月
九
日
田
-
-
三
日
困
、
上
り
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図 5 お盆時期の渋滞予測と実績 (10日間)
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(下り線)

道 路 名 渋滞発生即時 渋滞解消日時
渋 滞 箇 所 最大渋滞長

(km)ネック箇所 最後尾箇所

常磐自動車道 8
.
14 5:10 8

.
14 15:40 石岡B S付近 三郷JC T 60

.
O

中国自動車道 8
,
12 22:45

鱒
に崎福 近鮒無祕 脚

中央自動車道 8
,
14 5:10

蘂
近付困野中

･ に布調 槻
東北自動車道 8

.
12 22:35

鱒
近付猟大 獅 鵜

関越自動車道 8
,
13 5:15

鰡 髄郎山嵐 近州兀嫌 瑚

線
は
八
月
一
五
目
鋤
-
-
六
日
田
に
渋
滞
が
集
中
し

て
発
生
し
ま
し
た
。

一
〇
蹴
以
上
の
渋
滞
発
生
回
数
は
三
九
四
回

(う

ち
三
○
蝿
以
上
五
三
回
)
で
、
平
均
渋
滞
延
長

(ピ

ー
ク
時
)
は
一
九
･
四
虹
で
し
た

(図
5
)。

主
な
渋
滞
の
発
生
箇
所
は
、下
り
線
で
は
常
磐
道
･

石
岡
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
付
近
、
中
国
道
･
福
崎
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
、
上
り
線
は
東
北
道
･
大
谷
パ
ー

キ
ン
グ
付
近
、
名
神
高
速
･
木
曽
川
橋
付
近
で
し
た

(表
ー
)。

②

今
年
の
渋
滞
予
測

今
年
の
渋
滞
の
傾
向
は
、
下
り
線
は
八
月
一
二
日

閖
ー
一
四
日
箇
、
上
り
線
は
、
八
月
一
四
日
釜
-
-

六
日
㈲
が
渋
滞
の
ピ
ー
ク
と
な
る
も
の
と
見
込
ま
れ

ま
す
。

③

渋
滞
予
測
の
広
報

年
間
の
旅
行
計
画
等
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
交
通
混
雑
期

(お
盆

･
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
･
年
末
年
始
)
と
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祭
日
の
主

な
渋
滞
を
予
測
し
た
冊
子

｢平
成
10
年
度
ハ
イ
ウ
ェ

イ
ド
ラ
イ
ブ
カ
レ
ン
ダ
ー
｣
を
作
成
し
、
四
月
か
ら

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す

(図

6
)
0な

お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
こ
の
渋
滞
予
測
情

報
を
い
つ
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

J
H
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド

レ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ら
に
、
お
盆
時
期
に
お
け
る
高
速
道
路
の
渋
滞

に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
情
報
を
七
月
上
旬
に
マ
ス
コ

ミ
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、ポ
ス
タ
ー
･

チ
ラ
シ
を
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や
管
理
事
務
所
な
ど
で

七
月
中
旬
か
ら
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
お
出
か
け
前
に
は
ハ
イ
ウ
ェ
イ
テ
レ
ホ
ン

及
び
ハ
イ
ウ
ェ
イ
F
A
X
を
併
せ
て
ご
利
用
い
た
だ

き
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た
計
画
で
高
速
道
路
の
分
散
利

用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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1

線
表
鮒

平成 9年 お盆時期大規模渋滞一覧

道 路 名 渋滞発生日時 渋滞解消日時
渋 滞 箇 所 長滯

)

渋

如
大
(

最

ネック箇所 最後尾箇所

東北自動車道 8
.
16 10:25 8

.
17 3:20 大谷P A付近 那須IC付近 60

.
O

名神高速道路 8
.
15 9:45

鱗
髄橋---‐‐曽木 髄蹴 桝

中央自動車道 8
.
16 10:30

纖 髄霊 に沼勝 饑
東北自動車道 8

.
16 9:56

纖 概繖 近付〔"白 "
中国自動車道 8

.
16 13:50

纖
髄鰡野滝 近"付蟄=珪憲 伽
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電
子
申
請
の
事
例
紹
介

福
岡
市
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
電
チ
申
請
シ
ス
テ
ム

楢
原

勝
範

一
は
じ
め
に

道
路
空
間
の
有
効
、
適
正
な
利
用
や
道
路
占
用
物
件
の

管
理
の
合
理
化
、
高
度
化
に
資
す
る
調
査
研
究
を
行
う
と

と
も
に
、
道
路
占
用
物
件
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、

運
用
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
道
路
管
理
の
向
上
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
六
一
年
三
月
に
㈱
道
路
管
理

セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ

る
%福

岡
市
は
、
平
成
元
年
の
市
制
1
0
0
周
年
記
念
事
業

の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
た
｢ア
ジ
ア
太
平
洋
博
覧
会
｣

を
契
機
に
天
神
地
区
を
は
じ
め
と
し
た
大
型
再
開
発
事
業

が
進
み
都
市
の
姿
が
大
き
く
変
貌
す
る
と
と
も
に
、
西
部

地
区
を
中
心
と
し
た
宅
地
開
発
に
伴
い
占
用
物
件
の
多
様

化
、
多
量
化
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。

こ
の
間
、
平
成
元
年
四
月
の
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
九
州

地
区
支
部
の
設
立
と
同
時
に
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
の
参
加

者
と
し
て
、
占
用
企
業
者
と
と
も
に
、
三
大
業
務
と
い
わ

れ
る
①
占
用
物
件
許
可
申
請
業
務
、
②
道
路
工
事
調
整
業

務
、
③
占
用
物
件
管
理
業
務
の
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
〇
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

平
成
一
〇
年
四
月
一
日
よ
り
、
公
益
事
業
者
の
簡
易
な
工

事

(電
柱
工
事
･
引
込
管
工
事
等
)
を
対
象
と
し
た
、
占

用
物
件
許
可
申
請
業
務
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
申
請
書
類

を
申
請
者
の
端
末
機
で
入
力
し
、
道
路
管
理
者
の
端
末
機

で
出
力
し
審
査
す
る
と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
申
請
方
式

を
導
入
し
た
の
で
、
実
施
に
い
た
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

二

取
り
組
み

○

福
岡
市
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
の
設
置

オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
申
請
に
対
す
る
当
初
の
取
り
組
み
は
、

福
岡
市
の
七
行
政
区
の
う
ち
中
央
区
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
区
と

し
て
端
末
機
の
設
置
や
業
務
の
開
始
を
行
い
、
順
次
他
の

区
へ
運
用
の
拡
大
を
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

平
成
三
年
度
に
、
①
申
請
者
が
許
可
申
請
書
類
と
は
別

に
申
請
内
容
を
記
載
し
た
デ
ー
タ
シ
ー
ト
を
作
成
し
、
申

請
書
類
に
添
付
し
て
区
役
所
に
提
出
す
る
。
②
区
役
所
で

は
、
デ
ー
タ
シ
ー
ト
に
記
載
さ
れ
た
内
容
と
実
際
に
許
可

第

し
た
内
容
と
を
照
合
の
う
え
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
に
提
出

セ行

す
る
。
③
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
で
デ
ー
タ
シ
ー
ト
を
も
と

道

に
許
可
内
容
を
入
力
す
る
。
と
い
う
デ
ー
タ
シ
ー
ト
方
式

6　　　

に
よ
る
業
務
の
拡
充
を
図
っ
た
。



し
か
し
な
が
ら
、
デ
ー
タ
シ
ー
ト
の
作
成
及
び
区
役
所

で
の
チ
ェ
ッ
ク
と
い
う
新
た
な
業
務
が
発
生
す
る
反
面
、

日
常
の
占
用
許
可
申
請
業
務
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

業
務
の
効
率
化
よ
り
む
し
ろ
加
重
で
は
な
い
か
と
の
現
場

の
意
見
も
あ
り
、
再
検
討
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
平
成
四

年
九
月
、
区
役
所
の
実
務
担
当
者
に
よ
り

｢福
岡
市
道
路

管
理
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
｣
を
設
置
し
、
道
路
管
理
セ

ン
タ
ー
や
シ
ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト

(東
京
ガ
ス
)
の
助
言
を

い
た
だ
き
な
が
ら
平
成
六
年
四
月
ま
で
に
三
六
回
の
会
議

を
行
い
、
シ
ス
テ
ム
化
に
伴
う
現
行
制
度
、
事
務
の
簡
素

化
、
効
率
化
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

へ検
討
委
員
会
で
の
検
討
結
果
〉

こ
の
検
討
委
員
会
で
出
た
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
の
要
点
は

次
の
三
点
で
あ
っ
た
。

①

オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
申
請
の
対
象
と
し
て
、
図
面
は

次
の
段
階
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
、
先
ず
実
務
化
が
容

易
な
調
書
ベ
ー
ス
で
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。

②

新
規
申
請
の
都
度
発
生
す
る
占
用
料
、
路
面
復
旧

事
務
費
の
徴
収
･
集
計
業
務
の
負
荷
の
解
消
の
た
め
、

従
前
の
一
件
ご
と
の
調
定
か
ら
一
括
調
定
へ
変
更
す

る
↓0一

括
調
定
の
回
数
は
、
占
用
料
に
つ
い
て
は
年
度

末
の
年
一
回
、
路
面
復
旧
事
務
費
に
つ
い
て
は
四
半

期
ご
と
の
調
定
と
す
る
。

③

調
書

(申
請
書
及
び
内
訳
書
)
の
提
出
方
法
に
つ

い
て
は
、
申
請
者
が
自
社
の
端
末
機
で
入
力
し
た
も

の
を
各
区
役
所
の
端
末
機
で
出
力
す
る
と
い
う
ペ
ー

パ
レ
ス
申
請
と
す
る
。

な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
伴
い
申
請
書
へ
の
押

印
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
当
面
の
措
置
と
し
て
、
あ

ら
か
じ
め
各
申
請
者
か
ら

｢
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
申
請

し
た
も
の
は
、
押
印
を
し
た
も
の
と
同
様
の
申
請
意

思
を
も
っ
て
し
た
も
の
で
あ
る
｣
旨
の
申
立
書
の
提

出
を
受
け
、
押
印
を
省
略
す
る
。

②

九
州
地
区
連
絡
協
議
会
で
の
合
意

調
書
ベ
ー
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
申
請
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
道
路
管
理
者
は
も
ち
ろ
ん
申
請
者
に
お
け
る
業

務
処
理
体
制
に
影
響
が
で
て
く
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に

は
実
務
化
に
必
要
な
ソ
フ
ト
の
改
良
を
道
路
管
理
セ
ン
タ

ー
に
要
望
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
、
シ
ス
テ
ム
参
加

者
全
機
関
の
合
意
の
も
と
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
平
成
五
年
一
一
月
に
臨
時
の
九
州
地
区
連
絡

協
議
会
第
五
回
福
岡
市
専
門
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成

六
年
度
下
期
か
ら
調
書
ベ
ー
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
処
理
に
よ
り

道
路
占
用
許
可
申
請
業
務
を
本
格
運
用
す
る
こ
と
に
つ
い

て
合
意
を
得
た
。

③

｢小
規
模
工
事
現
況
調
査
報
告
書
｣
の
作
成

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
調
書
ベ
ー
ス
か
ら
図
面
ベ
ー
ス
に

拡
充
す
る

(ペ
ー
パ
レ
ス
化
)
た
め
に
は
、
図
面
を
入
力

す
る
た
め
の
パ
タ
ー
ン
化
が
必
要
と
な
る
。

こ
の
た
め
、
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
北
九
州
市

平成 6年度福岡市道路占用許可申請における
簡易な工事検討対象の件数内訳

公益事業者名
/工事区分

請
数

舗
件

動
乱

占
件

理
み

修

の

柱
柱

話

電

電

･

戸

管込

各
引

な
計の事

簡

工

に
合

請
割

鼈甲
･
る

全

占

N T T 771 総 にJ 557 nU 595 癆
九州電力 纖 那 nV 凹 nU 1

,
168 概

西 部 ガ ス 獺 冤 m nU 獺 猟 概
水 道 局 鑓 243 ハU nU 鰤 緘 艦
下 水 道 局 790 " 14 nU 382 420 眺

計 郷 445 119 蔚 鰔 彩 税

及
び
福
岡
市
を
対
象
に
、
小
規
模
工
事
の
申
請
図
面
類
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
現
状
調
査
と
パ
タ
ー
ン
化
を
含
め

た
基
準
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
、
平
成
六

年
三
月
に
、
｢小
規
模
工
事
現
況
調
査
報
告
書
｣と
し
て
ま

と
め
ら
れ
た
。

報
告
で
は
、
N
T
T
の
電
柱
工
事
･電
力
の
電
柱
工
事
･

ガ
ス
の
供
給
管
工
事
･
水
道
の
給
水
管
工
事
の
添
付
図
面

に
つ
い
て
は
、
標
準
化

･
パ
タ
ー
ン
化
が
行
な
わ
れ
て
お

り
シ
ス
テ
ム
化
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
た
。
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以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
ペ
ー
パ
レ
ス
化
へ
の
課

題
は
残
し
つ
つ
も
平
成
六
年
一
〇
月
よ
り
全
区
･
全
占
用

事
業
者
で
調
書
ベ
ー
ス
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
運

用
を
開
始
し
た
。

④

｢簡
易
な
工
事
申
請
図
関
連
作
業
部
会
｣
の
設
置

調
書
べ
i
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
が
定
着
し
、
簡
易
な
工
事
の

申
請
図
面
の
パ
タ
ー
ン
化
の
基
礎
が
固
ま
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
本
格
的
な
検
討

を
す
す
め
る
た
め
、
平
成
七
年
九
月
に

｢簡
易
な
工
事
申

請
図
関
連
作
業
部
会
｣
を
設
置
し
た
。

道
路
管
理
者

(道
路
管
理
課
、
四
区
代
表
)
下
水
、
水

道
、
N
T
T
、
電
力
、
ガ
ス
、
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
九
州

地
区
支
部
、
シ
ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト
で
構
成
し
、
平
成
八
年

三
月
ま
で
計
九
回
の
検
討
を
か
さ
ね
た
。

こ
の
作
業
部
会
で
の
検
討
内
容
の
主
な
も
の
が
、
今
回

の
シ
ス
テ
ム
の
詳
細
仕
様
の
骨
格
と
な
り
、
特
に
簡
易
な

工
事
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
作
業
部
会
で
の
決
定
内
容
が

採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

㈱

オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
申
請
方
式
実
現
に
向
け
て

平
成
八
年
三

月
に

｢道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
都
･
政
令

市
分
科
会
｣
に
お
い
て
、
建
設
省
路
政
課
の
指
導
の
も
と

に
、
平
成
一
○
年
度
福
岡
市
、
東
京
二
三
区
の
一
部
に
お

い
て
実
施
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

道
路
管
理
者
は
担
当
者
会
議
で
、
占
用
企
業
者
は
サ
ブ
ワ

ー
キ
ン
グ
会
議

(道
路
管
理
者
･
占
用
企
業
者
･
道
路
管

理
セ
ン
タ
ー
の
実
務
者
レ
ベ
ル
で
構
成
)
を
中
心
に
、
シ

ス
テ
ム
機
能
の
詳
細
検
討
や
図
面
調
整
を
並
行
し
て
進
め

て
き
た
。
占
用
企
業
者
に
あ

っ
て
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の

実
現
の
た
め
に
、
図
面
調
整
に
時
間
を
さ
い
て
い
た
だ
き
、

図
面
の
簡
素
化
、
パ
タ
ー
ン
化
を
図
る
た
め
多
大
な
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
。

平
成
九
年
七
月
に
は
、
福
岡
市
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン

センター総務企画課長

課

課

グ

者

　　
　　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

市

区

サ

シ

※オンライン電子申請方式の推進体制について

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
詳
細
仕
様
が
サ
ブ
ワ
ー
キ
ン
グ
会

議
で
承
認
さ
れ
、
設
計
が
進
め
ら
れ
た
。

以
後
、
段
階
的
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
作
業
が
す
す
め
ら
れ
、

そ
の
都
度
確
認
作
業
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
平
成
一
〇
年

二
月
末
の
端
末
機
導
入
と
同
時
に
、
四
月
一
日
か
ら
の
運

用
に
向
け
て
道
路
管
理
者

(区
役
所
)
や
各
占
用
企
業
者

の
設
置
場
所
で
操
作
研
修
を
実
施
し
た
。

三

オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
申
請
の
運
用
開
始

運
用
開
始
の
当
初
は
、
端
末
操
作
の
不
慣
れ
や
操
作
ミ

ス
の
た
め
、
間
合
わ
せ
や
苦
情
が
続
い
た
が
、
四
月
半
ば

以
降
に
は
大
幅
に
減
少
し
た
。

道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
、
図
面
上
の
不

具
合
を
含
め
二
〇
数
件
の
間
合
わ
せ
等
が
寄
せ
ら
れ
た
。

大
部
分
が
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
及
び
シ
ス
テ
ム
サ
ポ
ー
ト

で
対
応
し
、
現
在
は
単
純
な
間
合
わ
せ
程
度
と
な
っ
て
い

ろ
%

四

お
わ
り
に

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
福
岡
市
に
お
け
る
本
シ
ス
テ
ム

の
出
発
点
は
、
許
可
す
る
者
も
受
け
る
者
も
現
場
レ
ベ
ル

の
議
論
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

約
六
年
間
の
種
々
の
会
議
に
お
け
る
議
論
の
中
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

(道
路
管
理
者
、
占
用
者
)
か
ら
様
々

な
意
見
が
出
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す

る
こ
と
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
の
簡
素
化
、
合
理
化
に
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鬮
類の田

さホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

道
路
管
理
セ
ン
タ
ー

占 用 料 計 算

　　　　　

寿ンライン電子囃議システム鬮圓圓圓圓胛構成国
　　　　　　　　　 　 　

　　 　

雲占用l判月入力画面

記糺

弾
緩
滋

、ゞ

‘

箋

~

…
-
-

畑中第固入力調価

磁
気燕*肛遊路占用許可中鯛幽 霊進捗告嬢横繋画面 蝉進歩簿脛圈廊

つ
な
が
り
、
そ
れ
が
長
期
的
に
は
コ
ス
ト
減
に
つ
な
が
る

と
い
う
共
通
認
識
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
え
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
運
用
開
始
か
ら
わ
ず
か
二
カ
月
程

度
で
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
検
証
し
た
り
、
成
果
に
つ
い
て
評

価
す
る
こ
と
は
早
過
ぎ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
占

用
企
業
者
、
道
路
管
理
セ
ン
タ
ー
等
関
係
機
関
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
よ
り
良
い
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に
努
め
て
い
く

所
存
で
あ
る
o

最
後
に
、
本
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ
た
り
、
ご
指
導
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
建
設
省
路
政
課
を
は
じ
め
関
係
者
の

方
々
に
対
し
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
る
o
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電
子
申
請
の
事
例
紹
介

足
立
区
に
お
け
る
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

仙

波

茂

な
ぜ
、今
、オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
申
請
な
の
か
/

近
年
、
地
域
住
民
か
ら
道
路
に
関
す
る

｢多
種
多
様
の

問
合
せ
･
苦
情
｣
が
行
政
窓
口
に
飛
び
込
ん
で
来
ま
す
。

そ
の
時
の
対
応
次
第
で
は
、
後
に
な
っ
て
大
変
な
問
題
に

発
展
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
原
因
の
一

つ
に
行
政
情
報
の
不
安
定
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

最
初
に
対
応
し
た
内
容
と
後
日
の
対
応
内
容
が
大
き
く
異

な
っ
て
し
ま
う
事
、
こ
の
こ
と
が
住
民
か
ら
行
政
が
信
頼

さ
れ
な
く
な
る
最
大
の
原
因
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
行
政
情
報
の
組
織
共
有

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
情
報
を
一
元
化
し
、
｢必

要
な
情
報
を
い
つ
で
も
･
ど
こ
で
も
･
す
ば
や
く
取
り
出

せ
る
事
｣
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
,

シ
ス
テ
ム
導
入
時
の
注
意
点

オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
申
請
を
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
注
意

す
る
点
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
に
、
自
治
体
が
も
っ
て
い
る

｢情
報
公
開
条

例
･
個
人
情
報
保
護
条
例
｣
を
徹
底
的
に
調
査
し
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
を
如
何
に
活
用
す
る
か
を

組
織
全
体
で
検
討
す
る
事
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
シ
ス
テ
ム
担
当
職
員
は
そ
の

｢情
報

公
開
条
例
･
個
人
情
報
保
護
条
例
｣
を
熟
読
し
、
条
例
で

制
約
し
て
い
る
範
囲
を
文
書
化
し
て
、
組
織
決
定
す
る
こ

と
で
す
。

次
に
、
道
路
使
用
協
議
の
簡
素
化
が
あ
り
ま
す
。
法
的

に
は
道
路
法
と
道
路
交
通
法
と
の
関
係
で
協
議
事
項
に
な

っ
て
い
る
た
め
開
発
段
階
よ
り
シ
ス
テ
ム
に
取
り
入
れ
て
、

道
路
管
理
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用
し
て
意
思
決
定
を
標

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
足
立
区
で
は
次
の
よ
う
に
標
示
し
て
い
ま
す
。

｢道
路
使
用
協
議
｣
(図
1
)

さ
ら
に
押
印
省
略
問
題
が
あ
り
ま
す
。

押
印
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
電
子
申

請
方
式
に
移
行
す
る
と
、
物
理
的
に
不
可
能
に
な
る
た
め
、

足
立
区
の
シ
ス
テ
ム
は

｢電
子
文
書
番
号
｣
を
採
用
し
て

お
り
ま
す

(図
2
)
。

　

ま
た
、
申
請
書
･
許
可
書
等
の
押
印
省
略
に
つ
い
て
は
、
道

道
路
管
理
者
が
関
係
機
関
と
総
合
調
整
し
て
、
そ
の
内
容

0マ
ン

を
占
用
企
業
関
係
者
に
通
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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櫨工会社
蜥舗装掘削許可 No.362
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レド

用申鞭鯛足立区 承認済
平成-o年 5月19日付け

道路使用申請協議:足 立 区 承認済
平成10年 5月 19日付け

許可番号10 足土道許第141230号
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道路占用許可申請内容写

-0水寮二足西宮第 t0800号
中蹟者 〒123-o872 平成 -0年 5月18日

住所東京都足立区江北5ー5ー5
東京都水道局足立西嘗墓所

氏名 甜蟯 深川克行
担当者 (遵蛉先)

工事係比内裕司-‐･･-‐･‐‐･･･-------------‐--･･-‐･･･.･･･▲‐T E L (389B)422" (代)内

占鼾ぬ日筥

占用の場所
覚擦名l 1車道
執衆尿勤足立区楠田4絞 -6

占用物件

名 称 規 撥 教 皇

占用の綱間 占用物件
の榊造別緒のとおり

工事の期間

道路の

工事実施
の方法職-道路の

は旧方法
道路占用工事要朝による
自費 迩封書頼システム中撹国

別添のとおり

道 路 占 用 許 可 書
10 足±道許輔l4-230号

申鯖 甥 齦擬韻江盤誘惑
所長 深川克行

道電熱諸表諦月駿馬鰯蟹豊駅殊認謎龍馬熱鴇穿鑿二
平成 -0年 5月19日

東京都足立区長 吉田 万三

1上観望霧;占用の堝所･占用物件･繊の割日方法･占用幼拗I艦工事実施の方法は

蕁套蝦鰕雌蘂 繃 朝8離軍瓣簿 霧 需絲
製讓難逡潴鯛朝野裟縦範と熱する･

円(平戒 to年度分)

文書番号 B N P V B M O B W F T W

図 2

道イテセ 98.6 3メ



当
区
の
場
合
、
窓
ロ
に
は
企
業
占
用
者

(オ
ン
ラ
イ
ン

電
子
申
請
)
以
外
に
一
般
住
民
の
占
用
申
請
等
が
年
間
四
、

○
○
0
件
強
の
届
出
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
こ
の
押
印
申

請
も
省
略
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
が
、
全
庁
的
な
問
題
等

　
　　　

選
ぶどき

　
　
　

、弍
べき、

オンライン処理実行中

が
あ
り
方
向
性
は
良
い
の
で
す
が
具
体
的
な
実
施
と
な
る

と
、
一
般
占
用
に
つ
い
て
は
帳
票
等
の
変
更
問
題
が
あ
り

実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

足
立
区
の
特
徴

こ
こ
で
、
足
立
区
の
特
徴
を
二
つ
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

第
一
に
、
当
区
は
ハ
ー
ド
構
成
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
回
線
で
三
台
の
端
末
機
利
用
と
｢ス

キ
ャ
ナ
ー
と
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
｣
活
用
で
、
占
用
業
務
の

す
べ
て
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
し
て
お
り
ま
す

(図
3
)。

具
体
的
に
は
、
年
間
約
一
万
一
、
0
0
0
件
の
占
用
申

請
の
許
可
等
を
処
理
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
オ
ン
ラ
イ
ン
処

理
は
約
七
割
で
、
残
り
が
一
般
住
民
に
関
す
る
事
務
処
理

(自
費
工
事
申
請
･
屋
外
広
告
物
･
河
川
占
用
･
公
共
溝

渠
等
)
で
す
。

特
徴
の
二
点
目
と
し
て
、占
用
に
関
す
る
申
請
情
報
(写

真

･
図
面
等
)
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入

力
し
て
、
現
場
確
認
や
ト
ラ
ブ
ル
処
理
等
に
活
用
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
数
年
前
の
写
真
や
図
面
･
文
重
量
寸

が
マ
ッ
ピ
ン
グ
情
報
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
の
で
瞬
時
に
必

要
情
報
を
取
り
出
す
事
が
で
き
る
の
で
大
変
便
利
で
す
。

こ
の
様
に
、
こ
れ
か
ら
の
道
路
管
理
情
報
は
マ
ッ
ピ
ン

グ
と
申
請
情
報
が
リ
ン
ク
し
、
必
要
に
応
じ
て
ど
ち
ら
か

ら
で
も
情
報
が
取
り
出
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。
し
た
が

っ
て
、
当
区
の
シ
ス
テ
ム
は
二

一
世
紀
の
高

度
情
報
化
社
会
に
即
応
し
た
総
合
道
路
管
理
シ
ス
テ
ム
と

讓TT U M S Y T U M S
6 0 0 0 6 0 0

電算率 100 %

図
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許可前 許可後

思
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
化
の
効
果

業
務
的
効
果
と
し
て
は
、
占
用
企
業
者
側
で
申
請
重
量
寸

の
作
成
及
び
提
出
が
オ
ン
ラ
イ
ン
端
末
に
よ
り
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
さ
れ
、
道
路
管
理
者
は
こ
れ
を
も
と
に
受
付
･
許

可
処
理
等
を
す
る
た
め
、
省
力
化
で
情
報
管
理
が
で
き
ま

す
。こ

の
た
め
、
行
政
窓
ロ
業
務
が
大
幅
に
簡
素
化

(人
手

に
よ
る
部
分
の
搬
送
が
削
減
)
･効
率
化
さ
れ
、
職
員
の
有

効
活
用
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
管
理
者
と
占
用
企
業
者
が
管
理
図
面
等
の

｢情
報
の
共
有
化
｣
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
道
路
管
理

に
特
に
必
要
な
地
下
埋
設
物
等
の
情
報
も
、
瞬
時
に
参
照

で
き
る
の
で
工
事
の
安
全
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

次
に
、
組
織
的
効
果
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

は
じ
め
に
、
職
員
の
仕
事
に
対
す
る
意
識
変
化
が
大
き

い
も
の
で
し
た
。
今
ま
で
の

｢仕
事
の
や
り
方
｣
を
見
直

し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
マ
ッ
チ
し
た
事
務
改
善
を
し
、

そ
の
内
容
を
組
織
全
体
に
普
及
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
し
い
機
器

(
ス
キ
ャ
ナ
ー

･
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
)
の
導
入
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
新
た
な
事
務
処
理

を
考
案
し
ま
し
た
。

以
上
、
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
当
区
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
現
段
階
で
改
善
で
き
る

｢業
務
の
見
直
し
｣
は
で
き

る
限
り
行
い
ま
し
た
が
、
今
後
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
良

い
も
の
に
す
る
為
、
六
カ
月
に
一
度
、
関
係
者
の
ご
協
力

を
頂
き

｢足
立
区
占
用
業
務
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
会

議
｣
を
開
催
し
、
シ
ス
テ
ム
の
高
度
利
用
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
今
回
こ
の
様
な
発
表
の
機
会
を
与
え
て
頂

き
ま
し
た
建
設
省
の
皆
様
、
そ
れ
に

｢
こ
の
シ
ス
テ
ム
構

築
｣
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
対
し
ま
し
て
、

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

｢あ
り
が
と
う
、
ご
ざ
い
ま
し
た
｣
。

(東
京
都
足
立
区
土
木
部
道
路
管
理
課
占
用
係
長
)
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-
l
春
の
訪
れ
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
-
-

J
H
日
本
道
路
公
団
サ
ー
ビ
ス
推
進
企
画
室

は
じ
め
に

高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
･
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
な
ど
に
は
、
苗
木
を
含
め
て
約
二
〇
万
本
の
サ

ク
ラ
の
木
が
あ
り
、
毎
年
春
に
な
る
と
鮮
や
か
な
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
J
H
で
は
、
昭
和
六
一
年
に

創
立
三
〇
周
年
と
縦
貫
道

(東
北
i
九
州
)
の
完
成

を
記
念
し
て
財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の
会
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら

｢高
速
道
路
の
桜
最
前
線
｣
の

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
国
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
及
び
主
要
な
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
サ

ク
ラ
を
植
え
、
桜
最
前
線
の
概
要
が
わ
か
る
看
板
を

設
置
し
た
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
年
に
は
、
各
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
･

主
要
な
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
植
え
て
あ
る
サ
ク
ラ

の
開
花
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る

｢高
速
道
路
の
サ
ク

ラ
開
花
案
内
｣
を
試
行
的
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
マ
ス

コ
ミ
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
な
ど
大
変
好
評
で
あ
っ
た

た
め
、
平
成
三
年
か
ら
正
式
に
毎
年
の
取
り
組
み
と

し
て
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
平
成
四
年
か
ら
は
、
こ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、
抽
選
で
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

｢花
咲

く
列
島
ク
イ
ズ
｣
を
開
始
し
、
平
成
七
年
か
ら
は
、

I
C
周
辺
の
サ
ク
ラ
の
名
所
を
ポ
ス
タ
1
や
チ
ラ
シ

で
案
内
を
行
う
な
ど
、
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
少
し
サ
ク
ラ
に
つ
い
て
、
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
と
サ
ク
ラ
は
植
物
学
上
、
バ
ラ
科
、
サ

ク
ラ
亜
科
、
サ
ク
ラ
属
に
属
し
ま
す
。
サ
ク
ラ
属
は
、

サ
ク
ラ
、
ウ
ワ
ミ
ズ
サ
ク
ラ
、
ス
モ
モ
、
モ
モ
、
ウ

メ
、
ニ
ワ
ウ
メ
の
六
亜
属
に
分
類
さ
れ
、
日
本
で
は

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
オ
オ
シ
マ
サ
ク
ラ
な
ど
九
種
類
か
ら

な
り
、
変
品
種
を
合
わ
せ
る
と
一
〇
〇
以
上
の
サ
ク

ラ
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
高
速
道
路
に
植
栽
し
て

い
る
一
番
多
い
品
種
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
す
。
気
象

庁
が
毎
年
サ
ク
ラ
の
季
節
が
近
づ
く
と
発
表
し
て
い

る
サ
ク
ラ
の
開
花
予
想
の
基
準
木
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

で
す
。
サ
ク
ラ
の
開
花
時
期
は
、
日
本
列
島
が
南
北

に
細
長
く
、
平
野
･
山
岳
地
帯
と
高
低
.
起
伏
に
変

鯰

化
が
あ
る
た
め
、
サ
ク
ラ
の
開
花
時
期
も
地
方
に
よ

セ行

っ
て
大
変
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
各
地
の
開
花
日
を

道

地
図
上
に
落
と
し
、
こ
れ
を
線
で
結
ぶ
と
、
南
か
ら

4　　

北
へ
、
海
岸
か
ら
内
陸
へ
、
低
地
か
ら
高
地
へ
と
移
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同
期
]
日
本
道
路
公
団
サ
ー
ビ
ス
推
進
企
画
室
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ハ
イ
ウ
ェ
イ
花
咲
く
列
島
キ
ヤ
ン

　　

　

　
　

　

ハ
イ
ウ
ェ
イ
花
咲
く
列
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
係

行

霞
が
関
3
の
3
の
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平成10年度サクラの開花状況

道路名 箇所名 開花日 道路名 箇所名 開花日

沖縄自動車道 伊芸SA 1月 7日 山陽自動車道 吉備SA 3月31日

九州自動車道 北熊本SA 3月20日 山陽自動車道 福山SA 3月31日

長崎自動車道 木場P A 3月20日 中央自動車道 談合坂SA 4月 1日

九州自動車道 古賀SA 3月23日 北陸自動車道 有機海SA 4月 1日

九州自動車道 広川SA 3月24日 東北自動車道 上河内SA 4月 2日

名神高速道路 吹田SA 3月26日 北陸自動車道 南条SA 4月 2日

西名阪自動車道 香芝SA 3月26日 北陸自動車道 賎ヶ岳SA 4月 2日

阪和自動車道 紀ノ川SA 3月26日 中国自動車道 大佐SA 4月 2日

長崎自動車道 金立SA 3月26日 東名高速道路 海老名SA 4月 3臼

大分自動車道 山田SA 3月26日 束名高速道路 足柄SA 4月 3日

徳島自動車道 上板SA 3月27日 館山自動車道 市原SA 4月 3日

東名高速道路 富士川SA 3月28日 舞鶴自動車道 西紀SA 4月 3日

東北自動車道 佐野SA 3月28日 中国自動車道 安佐SA 4月 3日

東北自動車道 蓮田SA 3月28日 常磐自動車道 友部SA 4月 5日

山陽自動車道 竜野西SA 3月28日 北陸自動車道 尼御前S A 4月 5日

中国自動車道 美東SA 3月28日 中国自動車道 鹿野SA
,

4月 5日

山陽自動車道 宮島SA 3月28日 上信越自動車道 横川S A 4月 6日

山陽自動車道 下松SA 3月28日 北陸自動車道 米山SA 4月 6日

九州自動車道 桜島SA 3月28日 北陸自動車道 小矢部川SA 4月 6日

大分自動車道 別府湾SA 3月28日 北陸自動車道 名立谷浜SA 4月 8日

中央自動車道 双葉SA 3月29日 北陸自動車道 刈羽P A 4月 9 日

関越自動車道 高坂SA 3月29日 東北自動車道 安達太良S A 4月10日

東名高速道路 上郷SA 3月29 常磐自動車道 中郷S A 4月10日

中央自動車道 恵那峡SA 3月29日 関越自動車道 赤城高原SA 4月10日

東名阪自動車道 御在所S A 3月29日 東北自動車道 国見S A 4月11日

･伊勢自動車道 安濃SA 3月29日 山形自動車道 山形蔵王P A 4月11日

東海北陸自動車道 関 ･長良川S A 3月29日 東北自動車道 長者原SA 4月12日

名神高速道路 養老SA 3月29日 関越自動車道 塩沢石打SA 4月12日

名神高速道路 多賀SA 3月29日 米子自動車道 蒜山高原S A 4月12日

中国自動車道 加西SA 3月29日 磐越自動車道 阿賀野川SA 4月13日

浜田自動車道 金城P A 3月29日 磐越自動車道 阿武隈高原SA 4月14日

高知自動車道 馬立P A 3月29日 長野自動車道 梓川S A 4月14日

宮崎自動車道 霧島SA 3月29日 秋田自動車道 西仙北S A 4月16日

東名高速道路 浜名湖S A 3月30日 八戸自動車道 折爪SA 4月20日

常磐自動車道 守谷SA 3月30日 東北自動車道 津軽S A 4月20日

東関東自動車道 酒々井P A 3月30日 東北自動車道 岩手山S A 4月20日

山陽自動車道 三木SA 3月30日 磐越自動車道 磐梯山S A 4月21日

中国自動車道 勝央SA 3月30日 道央自動車道 輪厚P A 4月24日

中国自動車道 七塚原S A 3月30日 札樽自動車道 金山P A 4月24日

松山自動車道 桜三里P A 3月30日 道央自動車道 岩見沢SA 4月27日

松山自動車道 石鎚山S A 3月30日 道央自動車道 砂川S A 4月28日

高松自動車道 豊浜S A 3月30日 道東自動車道 十勝平原S A 4月28日

九州自動車道 宮原S A 3月30日 道央自動車道 有珠山S A 5月 6日

宮崎自動車道 山之口S A 3月30日

動
し
、
天
気
図
の
前
線
の
動
き
と
似
て
い
る
こ
と
か

ら
、
｢サ
ク
ラ
前
線
｣と
言
わ
れ
て
お
り
サ
ク
ラ
前
線

の
速
度
は
関
東
で
一
日
に
約
三
五
如
、
東
北
で
約
二

○
如
、
北
海
道
で
は
、
約
一
五
如
位
で
す
。

じ だ

　 　　
た ま
だ た

　　
よ や
う 地
　 　
ご に

議
か 候
ら釜
　　
日 感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
三
月
下
旬
か
ら
五
月
中
旬

開
花
案
内

お
客
様
に
高
速
道
路
の
サ
ク
ラ
を
楽
し
ん
で
い
た

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
開
花
案
内
ポ
ス
タ
ー
を

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
等
に
あ
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

に サ ず
掲 l 内 o

示 ビ 容
し ス に

ま
で
の
間
、
サ
ク
ラ
の
開
花
案
内
を
行
っ
て
お
り
ま

、 ェ
そ り
の ア
ポ 等
ス に

今を
に イ
調 ン

き孫
て メ
　 　
る シ
箇 ョ

所 ン
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の
開
花
日
を
記
入
し
、
高
速
道
路
の
サ
ク
ラ
の
開
花

状
況
の
案
内
を
行
い
ま
す
。

平
成
一
○
年
度
の
高
速
道
路
上
の
調
査
箇
所
で
一

番
最
初
に
サ
ク
ラ
が
咲
い
た
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
、

沖
縄
自
動
車
道
の
伊
芸
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
一
月
七

日
に
咲
き
、
い
ち
ば
ん
最
後
に
咲
い
た
サ
ク
ラ
は
、

道
央
自
動
車
道
の
有
珠
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
五
月

七
日
に
咲
き
ま
し
た
。

高
速
道
路
上
で
最
初
に
開
花
し
た
サ
ク
ラ
か
ら
最

後
に
開
花
し
た
サ
ク
ラ
の
開
花
日
の
差
が
四
カ
月
間

あ
り
、
い
か
に
日
本
列
島
が
南
北
に
長
く
起
伏
に
と

ん
だ
地
形
を
し
て
い
る
か
が
わ
か
り
ま
す

(表
参

照
)。花

咲
く
列
島
ク
イ
ズ
に
つ
い
て

平
成
四
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る

｢花
咲
く
列
島
ク

イ
ズ
｣
で
は
、
サ
ク
ラ
に
因
ん
だ
ク
イ
ズ
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
平
成
四
年
度
の
ク
イ
ズ
は
高
速
道
路
上

の
指
定
し
た
三
箇
所
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
サ
ク
ラ

の
開
花
日
、
平
成
五
年
度
は
、
高
速
道
路
の
サ
ク
ラ

の
数
(答
え

二
〇
万
本
)、
平
成
六
年
度
は
、
高
速

道
路
の
開
花
案
内
に
つ
か
わ
れ
て
い
る
サ
ク
ラ
の
品

種
公
。ぇ

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
)
、
平
成
七
年
度
は
、
サ

ク
ラ
の
開
花
温
度
残
。ぇ

約
一
0
-
一
三
度
)、
平

成
八
年
度
は
現
存
す
る
サ
ク
ラ
の
推
定
最
高
樹
齢
象
。

え

約
二
〇
〇
〇
年
)、
平
成
九
年
度
は
、
百
人
一
首

い
せ
の
た
い

で
八
重
桜
に
因
ん
だ
歌
の
作
者

残
。え

伊
勢
大

輔
)、
平
成
一
〇
年
度
は
、
サ
ク
ラ
の
葉
が
食
用
に
さ

道行セ 98.6 J 7

れ
て
い
る
サ
ク
ラ
の
品
種

象
。ぇ

オ
オ
シ
マ
サ
ク

ラ
)
を
ク
イ
ズ
に
し
、
サ
ク
ラ
に
つ
い
て
多
く
の
人

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
心
掛
け
、
お
客

様
か
ら
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

高速道路のサクラ

お
客
様
か
ら
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
感
想
･
ご
意
見

ハ
イ
ウ
ェ
イ
花
咲
く
列
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
し

て
、
お
客
様
か
ら
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
感
想
及
び
さ
ま

ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。
感
想
の
大
半
は
、

お
ほ
め
の
言
葉
で
観
光
･
花
見
の
参
考
に
な
る
、
休

憩
す
る
エ
リ
ア
選
び
の
参
考
に
な
る
、
ほ
っ
と
す
る
、

味
気
な
い
高
速
道
路
が
ソ
フ
ト
な
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ

た
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
寄

る
楽
し
み
が
で
き
た
、
今
後
も
続
け
て
欲
し
い
な
ど

花
咲
く
列
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
お
客
様
に
好
評
を
得

て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
ご
意
見
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
P
R
不
足
、
サ
ク
ラ
以
外
の
情
報
の



充
実
な
ど
の
た主
愚
見
や
そ
の
他
J
H
事
業
の
室
愚
見
･

ご
要
望
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
一
○
年
度
に
お
い
て
は
、
J
H
の
支

出
内
訳
、
高
速
道
路
の
償
還
率
推
移
な
ど
の
収
支
状

況
を
配
布
チ
ラ
シ
に
掲
載
し
、
お
客
様
に
J
H
事
業

に
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
し
て
お
客
様
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
意
見
･
ご
要
望
を
踏
ま
え
、
よ
り
高
速
道

路
を
安
全
で
楽
し
く
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
い
ご
に

サ
ク
ラ
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
大
切
な
花
で
あ
り
、

J
H
で
は
、
今
後
も
サ
ク
ラ
の
植
栽
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
サ
ク
ラ
を
植
栽
す
る
こ

と
で
ご
利
用
さ
れ
る
お
客
様
の
気
分
転
換
ひ
い
て
は
、

交
通
安
全
に
役
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

ハ
イ
ウ
ェ
イ
花
咲
く
列
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
通
し
、
お
客
様
か
ら
い
た
だ
い
た
様
々
な
ご
意
見
･

ご
要
望
を
踏
ま
え
、
高
速
道
路
が
皆
様
に
親
し
ま
れ

愛
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
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私
達
は
毎
日
道
路
を
利
用
し
て
い
る
の
で
す
が
、
意
外

に
気
付
か
な
い
の
が
マ
ン
ホ
i
ル
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
ど

れ
を
見
て
も
同
じ
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
で
す
が
、
蓋
の

デ
ザ
イ
ン
は
各
市
町
村
に
よ
っ
て
工
夫
が
な
さ
れ
て
、
興

味
ぶ
か
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

蓋
は
、
明
治
一
七
-
-
八
年
に
神
田
下
水
で
使
わ
れ
た

の
が
最
初
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
の
末
期
に
は
東
京
、

大
阪
、
名
古
屋
で
下
水
道
事
業
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
当

時
は
西
欧
の
影
響
を
受
け
て
い
た
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
も
西

欧
を
参
考
に
し
た
模
様
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
東
京
、

名
古
屋
の
技
師
が
上
下
水
道
の
計
画
や
監
督
と
し
て
全
国

に
散
ら
ば
っ
た
た
め
、
東
京
市
パ
タ
ー
ン
、
名
古
屋
市
パ

タ
ー
ン
が
全
国
に
普
及
し
ま
し
た
。
大
阪
市
は
明
治
二
七

年
か
ら
、
神
戸
市
は
明
治
三
〇
年
の
下
水
道
着
工
の
歴
史

を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
三
〇
年
代
後
半
に
、
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
市
型
模
様
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

昭
和
三
三
年
に

｢新
･
下
水
道
法
｣
が
施
行
さ
れ
、
三

八
年
か
ら
の

｢下
水
道
整
備
第
一
次
五
箇
年
計
画
｣
で
、

下
水
道
事
業
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
マ
ン
ホ

ー
ル
鉄
蓋
専
門
メ
ー
カ
ー
も
出
現
、
メ
ー
カ
!
独
自
の
模

様
も
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
市
バ
タ
ー
ン
と
メ
ー
カ
ー

模
様
の
混
在
が
昭
和
五
〇
年
代
ま
で
続
き
ま
し
た
。
昭
和

五
二
年
沖
縄
県
那
覇
市
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
マ
ン

ホ
ー
ル
を
使
用
、
こ
れ
が
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
の
第

一

号
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
六
j
六
〇
年
に
か
け
て
、

市
民
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
に
全
国
的
に
各
市
町
村
で
独
自
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ン
ホ
ー
ル
が
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

*

*

*

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
は
昭
和
三
三
年
初
め
て
J
I
S
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
当
時
の
材
質
は
普
通
鋳
鉄
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
で
、
蓋
の
破
損
な
ど
の
ク
レ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
業
界
は
昭
和
三
〇
年
後
半
か
ら
四
〇
年

初
め
に
か
け
て
割
れ
な
い
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
と
し
て
球
状
黒

鉛
鋳
鉄
を
使
用
し
た
製
品
を
開
発
、
こ
の
た
め
に
蓋
の
破

損
問
題
は
解
決
し
ま
し
た
。
今
度
は
蓋
の
ガ
タ
ツ
キ
に
よ

る
騒
音
が
新
た
な
問
題
に
な
り
、
そ
の
後
騒
音
防
止
の
た

め
急
勾
配
受
型
構
造
の
鉄
蓋
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
下
水

道
の
発
展
に
伴
い
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
設
置
数
が
増
え
、
機

能
面
で
の
ニ
ー
ズ
が
要
求
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
施
錠
式
、

飛
散
防
止
、
転
落
防
止
な
ど
安
全
面
で
の
ニ
ー
ズ
対
応
に

合
わ
せ
て
、
下
水
道
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
蓋
の

デ
ザ
イ
ン
化
を
求
め
る
声
が
強
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

｢東京都下水道設計標準｣昭和37年度版より
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｢名古屋市下水道現仕様図｣ より

*

*

*

社
会
の
進
展
と
と
も
に
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
は
機
能
、
デ
ザ

イ
ン
と
も
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
各
市
町

村
が
地
域
の
祭
り
な
ど
祭
事
、
動
･
植
物
を
採
用
、
カ
ラ

ー
化
も
進
み
歩
く
人
々
の
心
を
和
ら
げ
る
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
県
、
県
庁
所
在
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
を

紹
介
し
ま
す
。

(な
お
、
本
文
･
写
真
は
水
道
産
業
新
聞
社
刊

｢日
本
の

マ
ン
ホ
ー
ル

写
真
集
｣
(監
修
･建
設
省
下
水
道
部
)
を

参
照
、
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ
き
し
ま
し
た
。)



　　　　　　　　　
土湯こけし スズラン
湯の里土湯は、こげしの里として知られるところからデザ 碁盤の目の街並みを表し、札幌の花スズランを中州=、ラィラック

イン。 の紫、空と水の青、樹木の緑を配色。 (一般公募により選考)

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
梅 ね窓を祭
水戸市の木である ｢梅｣ をデザイン。 当市の代表的なまつりである青森ねぶた祭のねぶたと乱舞

するはねとをデザインした。

　　 　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

宇都宮市の木である ｢イチョウ｣ の葉をデザイン化。 蓋の中心の下水の文字と市章を配置したもの。

謎講義藁繊麗濃ミ義濃ミ k′さもへ鰓臟 嶬灘‐襲鰍麟廉はき
　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　 　 　 　
　　 　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　　　　 　
　　 　　 　

　
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
バラ カツパ
28万市民に親しまれている市の花 ｢バラ｣ をデザイン。 イメージキャラクター、カッパの ｢カウパ｣ をそれぞれデ

ザインした。

　　　　　　 　 　　　　　

新河岸川と船 竿燈
昔新河岸川は、 江戸と川越を結ぶ商品輸送の大動脈。その 秋田市を代表するまつりである ｢竿燈まつり｣ の竿燈をイ

時使われていた帆船をイメージ。 メージ。
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ぎざぎざミ轢き轢きミ,轢き鬮嚢襲爵] こきみ,寒
アザミ コアツサシとはす
富山市の市花である ｢アザミ｣ をテーマとして、部内より 千葉市の政令指定都市への移行を記念し、新しいシンボル
募集した中から決定したデザイン。 として千葉市の木、花、鳥をデザインに取り入れて製作。

　　　 　　　　 　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

本市は昭和20年の空襲、同23年の福井大震災と再度にわたり致命的 自然の少ない東京には、温もりを感じるそめいよしのと、な打撃を受けた。それを乗り越ぇて今日の ｢不死鳥のまち福井｣を 江戸小紋の柄である点の集合で、いちょうをデザイン化。築き上げた。そのシンボルマークをデザインに決定した。

　　
　
　　
　
　　
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　

　 　　 　 　
　

　　　　 　
御柱祭 ベイブリッジ
御柱祭は、諏訪郡市全般に伝わる6年に 1度の歴史的祭典 舵輪を周囲に配し、横浜のシンボルであるベイブリッジを
であり、地域になじんでいることから採用。 センターにレイアウトし、のびゆく港、未来を表現。

　　　　　　　　

　
　 　

　

りんごの花 なでしこ
長野市の花｢りんごの花｣、及び長野市の特産品であるリン 甲府市の酷暑、寒風に耐え、その姿が可憐な市の花 ｢ナデ
ゴをデザインしたもの。 シコ｣ をモチーフに内側と外側に分け、放射状にデザイン。
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いちょうと梅 アメンボ
大阪府の木、花である ｢イチョウ｣ と ｢梅｣ をデザイン化。 澄んだ水辺に生息する ｢アメンボ｣ を題材に、アメンボが

住めるような水辺環境の保全と再生を願いデザイン化。

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

大阪城をい水の都"大阪のシンボルとして、市花である ｢サクラ｣ 市政百周年を期に、市をイメージする海とヨットとカモメを中央に、
ととはご表現。本市下水道事業着手百周年記念で公募。 周囲に市の花木である ｢ツツジ｣を配したデザイン。

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　
　 　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

　

ポートアイランド カイツブlノと船
神戸をイメージする図案を耕三柄作成し、市民の投票により決定し 琵琶湖の ｢湖水｣ ｢水上の船｣それらを取り囲む ｢山峰｣と

　 　 　　 　　 　 　 　
　

　 　　　 　　 　
　 　

　
　 　　　　　 　　 　　 　 　　　 　 　　　 　 　 　 　 　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　 　
さき"輔導-

…一一----- -一一一◆----･一員一葉鑿 熟語さまぜひ:ペソ
　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鹿と八重桜 大津絵
市章を中央に配して、まわりには奈良公園の血及び ｢八重 ･ 本市の木 ｢山桜｣、花 ｢叡山すみれ｣、鳥 ｢ゆりかもめ｣を中聞こ･
桜｣ をデザインし、奈良らしさを表現。

人棹絵の藤娘と鬼の寒念仏を左右に配し、下段にぴゎ湖と日本三大
名橋の瀬田の唐橋をデザインしたもの。
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いで湯と城と文学のまち松山。この豊かな松山の顔として 国際文化観光都市である城下町松江市のイメージにふさわ
｢伊予国風土記｣に由来する市花｢やぶつばき｣をデザイン化。 しい武家屋敷と石畳をモチーフにデザイン。

　　 　
　　　　　　　　　　　　　　 　

きぷいこも 鬮ピ - -
｣ さきさ き ざきこぎまぶさ

『
繋ご＼＼ 、

淺
、

~

、＼ "

特別天然記念物の尾長どりをデザイン化。 下水道の顔として、市民に親しまれている ｢桃太郎｣ を選
定し、マンガ調で愛着のもてる図案で表現。

　　　 　　　　　　　　　　 　 　　　

　

六期のイヒ 市章と波
粕屋町、志免町、久山町、篠栗町、須恵町及び宇美町を包
括した6町からなる事業であることを強調したデザイン。
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讓鱸盪襲~
多元さ姿“解き“藷疑義“裔“'““れ“■
で子どもたちが遊べるような街づくりを夢みてデザイン。

大

分

市

讓溌斐巍溌讓轤襲議さ讓

ミ讓鬮鬮薹嚢ミ
瓶礬鷲熟れ , 笏 九 伊 '“““.'o

福

岡

市

!
ささ讓

薇
“
需

‐ 枷 “''“ 翔 れ‘-‐‘““■“'
持たせ、 かつ市民に親しまれるよう配慮。

宮
崎
市

飛コ讓縦報事態 -

;
,
鬮
-

-、
鬮 榊}一翼

-
まき

ムツゴロウ
有明海に棲むムツゴロウを、市民に親しみのあるようデザ

イン。

佐

賀

市

--

“

一翼圏 -騨鬮圓鬮轤酷

魚群
汚染された川や海を下水道整備により浄化して 9魚の住め
る環境に戻していく" という趣旨に基づくデザイン。

那
覇
市

澤茗 鑿灘"‐
"讓 蘂

さ汚罠ば翌衿馬畿縞目壽朧講義 ~

鑿轍鰯鯉灘謎鍵

一環 鬮讓圓--礬

あじさい
下水道事業のイメージアップ並びにい長崎らしさを活かす

町づくり" 等の一環として、市の花｢アジサイ｣をデザイン。

長
崎
市

~ 繊麗き輳護軍
≦讓翼癩纒謎総蟻-蘂

癸→
◎
. 鬮

幽
霊
達

“

一
乙鑿轢 轉丸遊

力の結集
外周に球摩川をイメージし、県章を中心に関連町村章及び花で囲み、
県、町村一体となり、清流を守る力の結集をイメージ。

熊

本
県

熱さ誣襄判m転調枇
翌魔鱒鰯灘朧鰊鬮圏讓輻此蚤箋潮岬一ゞk

肥後椿
肥後六花の一つであり、市花でもある肥後椿をデザイン化
し、下水道をPR。

熊
本
市
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は
じ
め
に

宮
城
県
は
東
北
地
方
の
東
南
部
に
位
置
し
、
東
は

太
平
洋
に
面
し
、
西
は
秋
田
県
、
山
形
県
の
二
県
に
、

南
は
福
島
県
、
北
は
岩
手
県
に
そ
れ
ぞ
れ
隣
接
し
、

約
七
、
二
八
五
幅
の
面
積

(全
国
第
一
六
位
)
を
有

し
て
い
ま
す
。
本
県
の
西
部
に
は
、
奥
羽
山
脈
が
南

北
に
縦
走
し
、
北
東
部
に
は
北
上
山
地
、
南
東
部
に

は
阿
武
隈
山
地
が
連
な
り
、
こ
れ
ら
の
山
地
を
水
源

と
し
て
、
北
上
川
、
阿
武
隈
川
の
二
大
河
川
が
幾
多

の
支
流
を
伴
っ
て
太
平
洋
に
注
ぎ
、
そ
れ
ら
の
流
域

に
は
広
大
で
肥
沃
な
仙
台
平
野
が
開
け
、
全
国
有
数

の
穀
倉
地
帯
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
約
八
五

一
如
に
及
ぶ
海
岸
線
は
北
部
が
リ
ア
ス
式
海
岸
を
な

し
、
天
然
の
良
港
が
多
く
、
特
に
金
華
山
沖
付
近
は

暖
流
と
寒
流
が
交
わ
る
世
界
三
大
漁
場
で
古
く
か
ら

漁
業
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
南
部
は
な
だ
ら
か
な

砂
浜
海
岸
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
す
。

本
県
は
、
県
政
推
進
の
方
向
と
し
て
、
県
民
の
夢

を
大
切
に
し
て

｢夢
航
路
未
来
号
｣
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
住
ん
で
良
か
っ
た

と
実
感
で
き
る
魅
力
あ
る
県
土
づ
く
り
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
仙
台
平
野
の
中
央
部
に
県
都
仙
台
市
を
擁

し
、
来
た
る
べ
き
二
一
世
紀
に
向
か
っ
て
、
北
東
国

土
軸
の
中
枢
県
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
ア
ジ
ア
･

宮城県における福祉のまちづく
にむけた道路整備(まごこロード)

宮城県土木部道路管理課

太
平
洋
の
拠
点

｢み
や
ぎ
｣
の
基
盤
整
備
に
向
け
、

仙
台
空
港
や
仙
台
国
際
貿
易
港
を
初
め
、
高
規
格
幹

線
道
路
な
ど
の
高
速
交
通
体
系
の
整
備
に
重
点
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
連
結
す
る
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
方
で

は
、
仙
台
都
市
圏
へ
の
一
極
集
中
が
進
む
中
で
、
仙

台
都
市
圏
と
他
圏
域
と
の
間
の
格
差
を
解
消
し
、
県

土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
り
、
安
全
で
快
適
な
生
活

環
境
を
創
造
す
る
た
め
の
、
道
路
等
の
社
会
資
本
の

整
備
も
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
道
路
に
つ
い
て
は
、
高
規
格
幹

線
道
路
を
軸
と
し
た
高
速
交
通
体
系
の
確
立
を
図
る

た
め
、
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
高
規
格
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
等
の
整
備

を
推
進
す
る
ほ
か
、
社
会
福
祉
施
設
周
辺
歩
道
の
段

差
解
消
等
を
実
施
す
る
福
祉
道
路
(ま
ご
こ
ロ
ー
ド
)

整
備
事
業
の
推
進
や
、
道
路
整
備
や
橋
梁
架
け
換
え

を
進
め
、
地
域
連
携
の
強
化
と
交
流
の
促
進
を
図
り
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
も
、
交
通
安
全
施
設
等
の

設
置
･
維
持
修
繕
等
を
促
進
し
、
安
全
で
快
適
な
道

路
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

三

宮
城
県
の
道
路
の
現
況

平
成
九
年
四
月
一
日
現
在
の
道
路
現
況
は
、
高
速

自
動
車
国
道
四
路
線
二
一
三
師
、
一
般
国
道
一
七
路
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表 1 宮城県の道路現況 (平成 9年 4月 1日現在)

道路種別 路線数 実延長
改 良 済 舗 装 済

延長(km) 改良済(%) 延長(km) 改良済(%)

国

道

指 定 区 域 AU 45l
,
9 禦 100

.
0 451

.
9 100

.
0

指定区域外 飢 666
.
8 628

,
2 94

,
2 663

.
O 99

.
4

計 “ 1
,
118

.
7 1

,
080

.
1 96

,
5 1

,
114

.
9 99

,
7

県

道

主要地方道 65 1
,
172

.
O

廊 郷 斡 郷
一 般 県 道 碗 1ユ37

.
3 綴 観 鰡 鰡

計 230

纖搬 範 猟 螂
県管 理道路計 鋼 2

,
700

,
O

紳 統 蘂 郷
仙台市管理道路 鍍 276

,
1 れ 統 獨 郷

市 町 村 道 蝋
19
,
855

.
1

廓 離 繊 戦
合 計 戦 23

,
283

.
1

鸚 粥 鰓 郡
※宮城県の路線数の ( ) 書きは、 指定区間と重複するため外書きとした。
仙台市の路線数の ( ) 書きは、 宮城県と重複するため外書きとした。

線
一
、
一
一
九
如
、
県
道
は
二
三
〇
路
線
二
、
三
〇

九
騒
、
市
町
村
道
四
一
、
三
五
五
路
線
一
九
、
八
五

五
如
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
県
の
管
理
す

る
道
路
は
、
一
三
七
路
線
二
、
七
〇
〇
蝋
で
あ
り
、

こ
れ
を
八
つ
の
出
先
機
関

(土
木
事
務
所
)
で
管
理

し
て
い
ま
す
。
(表
1
参
照
)
。

今
回
の
道
路
管
理
事
務
担
当
者
便
り
で
は
、
宮
城

県
の
道
路
管
理
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
、
平
成
九
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
、
福
祉
道
路

(ま
ご
こ
ロ
ー
ド
)

整
備
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

三

｢み
や
ぎ
の
福
祉
･
夢
プ
ラ
ン
｣
に

つ
い
て

現
代
社
会
に
お
け
る
、
少
子
化
、
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
生
活
様
式
や
価
値
観
、
そ
し
て
家
族
や
職
業

観
の
多
様
な
変
化
の
中
で
、
人
々
が
保
健
･
医
療
･

福
祉
に
寄
せ
る
期
待
や
欲
求
は
量
的
に
も
質
的
に
も

大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
宮
城
県
に
お
い
て
は
、
行
政
は
も
ち

ろ
ん
、
民
間
企
業
あ
る
い
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

に
い
た
る
ま
で
、
世
代
を
越
え
て
県
民
が
力
を
合
わ

せ
、
｢日
本
一
の
福
祉
先
進
県
づ
く
り
｣を
目
指
し
た

活
動
を
進
め
る
た
め
の

｢み
や
ぎ
の
福
祉
･
夢
プ
ラ

ン
｣
を
平
成
九
年
九
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
夢
プ
ラ
ン
は
、
保
健
･
医
療
･
福
祉
の
横
断

的
･
総
合
的
な
計
画
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
、
福

祉
先
進
県
づ
く
り
を
目
指
し
た
考
え
方
や
方
向
性
を

示
す
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
保
健
･
医
療
･
福
祉
行

政
を
進
め
て
い
く
際
の
行
動
指
針
の
役
割
を
持
つ
と

と
も
に
、
市
町
村
や
民
間
、
そ
し
て
県
民
一
人
ひ
と

り
が
主
体
的
に
福
祉
先
進
県
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
の
誘
導
指
針
の
役
割
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
は
、
平
成
一
○

年
度

(
一
九
九
八
年
)
か
ら
平
成
一
七
年
度

(二
〇

○
五
年
)
の
八
カ
年
と
し
て
お
り
、
中
期
的
視
点
で

福
祉
先
進
県
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
プ
ラ
ン
に
は
、
保
健
･
医
療
･
福
祉
に
関
係

す
る
、
労
働
、
教
育
、
住
宅
、
農
業
、
土
木
な
ど
の

幅
広
い
分
野
が
参
画
し
て
お
り
、
道
路
管
理
課
に
お

い
て
も
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
目
標
の

一
つ
で
あ
る
、
｢心

か
よ
う
福
祉
環
境
｣
｢福
祉
道
路

(ま
ご
こ
ロ
ー
ド
)

整
備
事
業
｣
を
重
点
事
業
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す

(図
1
参
照
)。

四

福
祉
道
路

(ま
ご
こ
ロ
ー
ド
)
整
備

事
業
に
つ
い
て

1

事
業
導
入
の
理
由

高
齢
者
や
障
害
者
が
、
主
体
性
、
自
主
性
を
尊
重

し
つ
つ
日
常
生
活
や
社
会
活
動
を
行
う
た
め
に
は
、

生
活
空
間
に
お
け
る
物
理
的
な
障
害
を
取
り
除
く
必

要
が
あ
り
、
安
全
か
つ
身
体
的
負
担
の
少
な
い
方
法

で
移
動
で
き
る
よ
う
に
、
道
路
空
間
や
公
共
交
通
機

関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
歩
行
環
境
の
改
善
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
｢み
や
ぎ
の
福
祉
･
夢
プ
ラ
ン
｣

に
先
立
ち
、
県
民
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
理
解

を
深
め
、
取
り
組
み
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
や
障
害
者
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
を
進
め
る
た
め
、
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　 　　　　　　 　　　　　　　　　策定理由 位置付け 役 割 優先実施

　　　　　　　　　　地域で自分らしし、生活を麦心して送れる社会

　　　　　　　　　　　　
ゞ i

-
, .- - , ,

･

基本となる考え方 現 状
今後求められる考え方 転換すべき考え方 底流となる考え方 と
○最も支援を必要とする人を中州こ 0老いや障害は否定的なものか 0人権への配慮 ヨE 毫嘉

　　　　　　　　　　　　　○専用 ･分離をなくそう

0今ある資源を利用しやすいサ‐歌に 0福祉は不経済か 0自助 ･共助 ･公助

○老いや障害は否定的なものか

0福祉は他人事か

〇福祉サービスは日中だけか

0介護は家族だけの問題か

0福祉水準を決めるのは行政か

0福祉は不経済か

目 標 1

ゆとりある介護と剖別
①障害児 (者) 家族介護支援事業
②高齢者家族介護レスパイト支援充実事業
③ゆとりの育児支援事業

欧世代育成へのサービスl
①みやき子ども総合育成セッタ‐整備事業
②子ども人権S O S事業

lあたたかいまちづくりの鬮
①だれもが住みよい福祉のまちづくり推進事業
②福祉のまちづくり総合支援事業
⑧園芸遊々ランド整備事業

みんなで える子 て

子ども参画社会の実現

福祉のこころの蛋戚と多燦森福祉活動の推進

住みよいまちづくりと住環境の整備

役割分担と協働

｢みやぎの福祉 ･夢プラン｣ 構成図図 1

目 、 2

暮らしと活動の場の鵺
①精神薄弱者 ･精神障害者期蟠鋤敦
②シルバー人材センターネブトワク事業
③重度障害者多数雇用企業の誕穣叢

圏があるからこそ獅
①要医療行為通学児童生徒学習雑事茉

園呆ケアの 朧囮
①痴呆性高齢者効‐球-ム整備支援事業
②痴呆早期発見 ･早期ケブシステム事業

腋刺擁護の推進
①知的障害者等権利擁護シス私鱗事業
②福祉苦情処理システム整備 ･運営事業

　　　
新しいシニアライフの充実

障害者の自立と社会参加の促庭

心とからだの健康づくり

自分らしく生きるための権利擁護

県民福祉推進組織の設置

目 標 8
中無休型の在宅サービス

②保健 ･医療 ･福祉広域連携推進事業
⑧夢プラン地域創造モデル事業
④利用者本位推進F 1事業

鞄城リ′、ピリテーションの鰐
①地域リハビリテーション推進事業
②福祉用具産業支援事業

Iあんしん医療の薩饑
①高次救急医療体制整備事業
②周塵期 ･小児総合医療整備事業
③ホスピスケア推進事業

鰤と重慶障害者の生活瑚
①A L S総合対策事業
②難病患者居宅生活支援事業

③全身性障害者介助人派遣事業

　　　
在宅ケアサービスの充実

安心できる医療の確保

保健･医療･福祉を支える

保健･医療･福祉サービス

福祉圏域の設定

道々テセ 98.6 4 7



平
成
八
年
七
月
に

｢だ
れ
も
が
住
み
よ
い
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
｣
を
制
定
し
、
県
、
市
町
村
、
事
業

者
及
び
県
民
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
関
連
す
る
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
、

ま
た
、
歩
道
等
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
そ
の
整
備
基

準
を
規
則

(表
2
、
図
2
参
照
)
で
定
め
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
施
策
を
よ
り
具
体
化
す
る
た
め
、
福
祉

道
路

(ま
ご
こ
ロ
ー
ド
)
整
備
事
業
を
導
入
し
ま
し

た 道 で
o 路 す

　　 　

そぎ ,こ

狭い幅員、 駐車自動車など歩きにいく歩道が多い

表 2 歩道等の整備基準
(｢だれもが住み良い福祉のまちづくり条例｣施設整備マニュアルの設計編 (整備基準)3 ,道路からの抜粋)

整備のポイント 整備基準の要点 芻 墨驚笏熱準 宮城県整備基準

1 路面の仕上材

2 歩道等の幅

3 排水溝

4 歩道と車道のすりつけ

5 視覚障害者への配慮

◎滑りにくい材料で、 仕上げ、 かつ平たんとす

る。
e 車いすどうしが円滑にすれちがいやすい幅員

とする。
◎車いす利用者、 歩行者、 自転車の通行を配慮

すると3.o m 以上の有効幅員が必要になる。
◎信号待やバス待ちの歩行者によって他の歩行

者の通行がさまたげられないよう、 滞留のた

めのスペースを確保する。
◎車いすのキャスターが排水溝などに落ちこま

ない構造の溝ぶたを設ける。 ,
◎グレーチングのベアリングバーのピッチを細

かくし、 進行方向と直角になるように配慮す

る。
◎横断歩道等における、 歩道と車道のすりつけ

は車いす使用者の支障とならないよう配慮す

る。
e 必要に応じて視覚障害者誘導用ブロック及び

視覚障害者注意喚起用ブロックを敷設する。
◎音響式信号を設置する。

1 歩道等
歩道等を設ける場合においては、 当該歩道等

は、 次に定める構造とすること。
① 路面は、 滑りにくい材料で仕上げ、 かつ、

平坦とすること。
② 幅員は、 車いす使用者が円滑に通行できる

ものとすること。
③ 歩道に排水溝を設ける場合には、 つぇ、 車

いすのキャスター等が落ち込まない構造の溝

ぶたを設けること。
④ 歩道の巻込部及び横断歩道における歩道と

車道とのすりつけ並びに横断歩道における中

央分離帯と車道とのすりつけは、 車いす使用

者が通過する際支障とならないものとするこ

と。
⑤ 必要に応じて、 視覚障害者を誘導するため

の視覚障害者誘導ブロック (周囲の路面材の

色と明度の差の大きい色のブロック、 その他

の周囲の路面材と識別しやすいブロックで表

面に線状の突起のあるものをいう。以下同じ)

及び視覚障害者の注意を喚起するための視覚

障害者注意喚起用ブロック (周囲の路面材の

色と明度の差の大きい色のブロック、 その他

の周囲の路面材と識別しやすいブロックで表

面に点状の突起のあるものをいう。以下同じ)

を敷設すること。
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こう配は車いす使用者の通行に支障のないもの

･路面は滑りにくく、平坦な仕上lプ

視覚障害者注意喚起用
フロックを敷設

e ED :県整備基準

図 2 歩道等の整備基準イメージ図

2

事
業
の
概
要

ま
ご
こ
ロ
ー
ド
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
孫
や
子

ど
も
た
ち
が
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
い
た
わ
り
、
慈

し
み
、
真
心
の
こ
も

っ
た
道
路
に
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
福
祉
道
路

(ま
ご
こ
ロ
ー
ド
)

は
、
道
路
改
良
済
み
区
間
で
は
、
歩
道
が
無
い
箇
所
、

狭
い
箇
所
及
び
段
差
が
あ
る
箇
所
に
お
い
て
、
幅
広

歩
道
の
設
置
、
段
差
解
消
等
の
施
工
に
よ
り
、
ゆ
と

り
の
あ
る
歩
き
や
す
い
安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間
の

整
備
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
自
動
車
等
に
よ

る
通
所
型
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設

へ
ア
ク
セ
ス
す

る
上
で
陸
路
と
な
っ
て
い
る
箇
所
を
解
消
し
、
良
好

な
交
通
環
境
を
創
出
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
事
業
対
象
箇
所
の
選
定
に
お
い
て
は
、
高

齢
者
や
障
害
者
の
利
用
が
多
く
見
込
ま
れ
る
箇
所
と

し
て
、
｢重
点
的
に
整
備
が
望
ま
れ
る
区
域
｣
(表
3

参
照
)
を
参
考
と
し
、
こ
れ
ら
の
区
域
を
含
み
、
か

つ
一
体
的
な
整
備
が
必
要
な
周
辺
地
域
内
の
道
路
を

対
象
と
し
、
概
ね
二
如
圏
内
を
整
備
対
象
圏
内
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
県
内
の
国
県
道
三
八
路
線
四
二
箇

所
の
整
備
を
基
本
と
し
、
平
成
九
年
度
か
ら
事
業
を

開
始
し
、
重
点
箇
所
か
ら
順
次
進
め
る
事
と
し
て
い

ま
す
。
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表 3 重点的に整備が望まれる区域
(｢誰もが住みよいふれあいのまちづくり推進指針｣ I 総論、 5 適用の方針からの抜粋)

に 3

事
業
の
対
象
工
種

｢だ
れ
も
が
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
｣

に
基
づ
き
以
下
の
工
種
に
て
整
備
を
行
う
こ
と
と
し

重点的に整備が望まれる区域は、 高齢者等の利用頻度が比較的高いと見込まれている公共的な施設

及びその周辺の区域とし、 県及び市町村等が協力して優先的にこの指針に則した整備推進又は改善を

図ることが望ましい。
具体的な施設及び区域は、 概ね次のとおりである。

a 病院 (100床程度以上)

病院及び病院を中心とした関連区域 (おおよそ半径300 m 程度)の主要な生活道路、 公園等、 公共

交通ゾーン

b 老人福祉施設、 身体障害者更生援護施設、 児童福祉施設等の社会福祉施設

当該施設及び当該施設を中心とした関連区域 (おおよそ半径300 m 程度)の主要な生活道路、 公園

等、 公共交通ゾーン

c 官公庁庁舎、 官公庁出張所及びこれ 隊こ類するもの

当該施設及び当該施設を中心･とした関連区域 (おおよそ半径300 m 程度)の主要な生活道路、 公園

等、 公共交通ゾーン

d 駅
駅及び駅等への動線を考慮した関連区域 (駅からおおよそ半径300 m 程度)の主要な生活道路、 公

園等、 公共交通ゾーン

e 規模のおおきい公共的建築物 (床面積2,000鰐程度以上)

当該建築物及び当該建築物 (おおよそ半径10om 程度)の主要な生活道路、 公園、 公共交通ゾーン て
し、①

公
共
施
設
周
辺
の
道
路
改
築

②
幅
広
歩
道

(拡
幅
･
新
設
)

軸 - ･飜ハ ミ絲隊 ‘滅鞠圏⑨ 熟 ハ. 幅 公 ま　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　
　 　　　　　 　　 　 　 　　 　

広 共 す

　　 　　　
翁もが

車いす利用者に
も も

　　　　

⑧
道
路
緑
化
の
推
進

以
上
を
対
象
工
種
と
し
つ
つ
、
地
域
環
境
等
を
考

慮
し
な
が
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
高
齢
者
や
身
障
者

の
立
場
に
立
っ
た
も
の
と
な
る
よ
う
整
備
を
進
め
ま

議糒輻ゞ 溺 燐 鰡黛‐‐‐‐ ‐ 讓 . 籟
に カミ ケ ー ニニ 鑑 )上ヒ フ ボ 言 ･ 彗

③
歩
道
の
段
差
解
消

(歩
道
切
り
下
げ
)

④
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置

(誘
導

用
･
注
意
喚
起
用
)

⑤
案
内
標
識
の
整
備

(点
字
表
示
)

⑥
既
設
歩
道
の
整
備

･
歩
道
内
の
凹
凸
及
び
水
た
ま
り
の
解
消

(透

水
性
舗
装
含
む
)

･
無
散
水
消
雪
施
設
(雪
道
で
滑
ら
な
い
歩
道
)

･
電
柱
等
障
害
物
の
移
設

･
側
溝
蓋
掛

(歩
道
空
間
の
確
保
)

五

福
祉
道
路

(ま
ご
こ
ロ
ー
ド
)
整
備

事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て

1

道
路
福
祉
総
点
検

(案
)

誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
道
路
づ
く
り
の
た

鯛

め
、
道
路
空
間
の
障
害
物
を
道
路
管
理
者
だ
け
で
は

セ行

な
く
利
用
者
か
ら
の
視
点
で
確
認
、
点
検
し
、
そ
の

道

□果
を
踏
ま
え
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
対
策
を
検
討

0　
　

し
、
福
祉
道
路

(ま
ご
こ
ロ
ー
ド
)
整
備
事
業
に
活

に が を 路 ケ 側 電 無 階 水
立 ら 対 緑 ッ 溝 柱 散 段 性
っ 総 象 化 ト 蓋 等 水 の 舗
た 合 工 の パ 掛 障 消 ス 装
も 白･ 重 l ( 生 雪 ロ 含

ク 歩 ; ! む
の 道 の 設 プ )

　　　　　



か
し
て
、
円
滑
な
通
行
や
安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間

の
確
保
を
図
っ
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
交
通
安
全
総
点
検
を
随
時
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
高
齢
者
、
身
障
者
な
ど
か
ら
の
幅
広
い
意
見

を
吸
収
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
道
路
福
祉
総
点
検

と
い
う
形
で
、
実
施
、
点
検
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

仕
組
み
の
確
立
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
以
降
に
、

点
検
内
容

(ポ
イ
ン
ト
)
と
実
施
方
法
を
示
し
ま
す
。

点
検
内
容

(ポ
イ
ン
ト
)

①
道
路
や
歩
道
の
状
況

0
道
路
の
見
通
し
は
ど
う
か
。
(障
害
物
は
あ
る
か
、

カ
ー
ブ
等
で
見
づ
ら
く
な
い
か
)

o
歩
道
と
車
道
の
段
差
は
ど
う
か
。
(車
道
か
ら
歩
道

へ
の
乗
り
入
れ
は
ど
う
か
)

0
歩
道
は
平
ら
か
。
(凹
凸
か
、
宅
地
へ
の
乗
り
入
れ

の
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
は
ど
う
か
)

0
歩
道
の
幅
は
十
分
か
。

0
横
断
歩
道
の
位
置
は
適
切
か
。

o
横
断
歩
道
橋
が
適
切
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か
。

0
視
覚
障
害
者
ブ
ロ
ッ
ク
は
適
切
に
設
置
さ
れ
て
い

る
か
。
命
奴
置
し
た
こ
と
で
車
椅
子
の
障
害
に
な
っ
て

い
な
い
か
)

②
道
路
に
関
す
る
設
備
･
施
設
の
状
況

○
標
識
･案
内
板
は
適
切
な
位
置
に
あ
る
か
。
(必
要

な
所
に
な
く
、
不
必
要
な
所
に
設
置
さ
れ
て
い
な
い

か
)

0
側
溝
の
蓋
は
あ
る
か
。
(蓋
は
あ
っ
て
も
破
損
し
て

危
険
な
状
態
に
な
っ
て
な
い
か
)

0
電
柱
な
ど
じ
ゃ
ま
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
(通
行
の

妨
げ
に
な
っ
て
い
な
い
か
)

0

マ
ン
ホ
ー
ル
と
舗
装
に
段
差
が
生
じ
危
険
な
状
態

に
な

っ
て
い
な
い
か
。

③
人
･
車
･
自
転
車
等
の
相
互
関
係

0
歩
道
で
自
転
車
の
通
行
に
よ
り
人
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
な
い
か
。
(自
転
車
専
用
道
路
は
必
要
か
)

0
車
の
駐
車
場
に
よ
り
八
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
な
い

　
　0

バ
ス
停
部
の
ベ
ン
チ
、
上
屋
等
が
通
行
の
妨
げ
に

な

っ
て
い
な
い
か
。

④
道
路
と
沿
道
の
状
況

o
看
板
･
自
販
機
･
商
品
･
放
置
自
転
車
等
で
歩
道

を
狭
く
し
て
い
な
い
か
。

0
街
路
樹

･
生
け
垣
等
で
障
害
物
に
な
っ
て
い
な
い

　

実
施
方
法

①
点
検
実
施
体
制
の
決
定

o
道
路
福
祉
総
点
検
実
施
委
員
会

(案
)
な
ど
の
実

施
組
織
を
設
置
す
る
。

②
点
検
テ
ー
マ
の
決
定

0
交
通
事
故
分
析
結
果
か
ら
の
対
策
項
目
、
各
種
団

体
か
ら
の
要
望
、
道
路
利
用
者
か
ら
の
苦
情
や
ア
イ

デ
ィ
ア
な
ど
を
も
と
に
点
検
テ
ー
マ
を
決
定
す
る
。

③
点
検
実
施
計
画
の
決
定

0
点
検
対
象
地
域
、
点
検
方
法
、
点
検
項
目
、
点
検

参
加
者
募
集
方
法
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
決
定
す
る

④
点
検
参
加
者
の
募
集

0
点
検
テ
ー
マ
に
応
じ
た
点
検
参
加
者
の
公
募
や
各

種
団
体
の
協
力
で
参
加
者
を
募
る
。

⑤
道
路
福
祉
総
点
検
の
実
施

○
点
検
実
施
計
画
を
も
と
に
対
象
地
域
の
点
検
を
実

施
す
る
。

0
点
検
シ
ー
ト
を
も
と
に
指
摘
箇
所
の
把
握
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
の
集
計

⑦
改
善
計
画
の
策
定
と
実
施

0
点
検
結
果
、
交
通
安
全
上
の
問
題
点
と
推
奨
点
･

ア
イ
デ
ィ
ア
に
分
け
問
題
点
に
対
し
て
検
討
の
上
、

改
善
計
画
を
策
定
し
実
施
す
る
。
推
奨
点
や
ア
イ
デ

ィ
ア
は
検
討
の
上
、
基
準
等
の
見
直
し
を
行
う
際
の

重
要
な
資
料
に
す
る
。
ま
た
、
新
規
整
備
の
際
に
は

活
用
を
図
る
。
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2

福
祉
の
道
づ
く
り
地
域
検
討
会

(案
)
の
設
置

=

設
置
目
的

高
齢
化
社
会
が
確
実
に
進
む
な
か
で
、
道
路
の
整

備
主
体
で
あ
る
行
政
側
と
、
道
路
の
日
常
的
利
用
主

体
で
あ
る
地
域
住
民
、
さ
ら
に
は
福
祉
、
医
療
施
設

等
へ
の
安
全
で
快
適
な
移
動
空
間
と
し
て
の
整
備
を

求
め
る
高
齢
者
や
身
障
者
が
共
に
道
路
整
備
の
計
画

づ
く
り
に
参
加
し
、
議
論
を
深
め
、
利
用
者
本
位
の

道
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
各
々
の
主
体
が
道
路
計
画
の
策
定

か
ら
建
設
、
さ
ら
に
は
維
持
管
理
に
至
る
ま
で
を
共

同
で
検
討
し
て
い
く
組
織
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
本
県
で
は
、
｢福
祉
の
道
づ
く
り
地
域

検
討
会
｣
(案
)を
設
置
し
、
今
後
の
、
ま
ご
こ
ロ
ー

ド
の
整
備
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②

対
象
と
す
る
道
路

四
2
で
述
べ
た
区
域
を
対
象
と
し
、
市
町
村
で
策



定
す
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
定
め
る
基
本

方
針

(高
齢
者
、
弱
者
等
へ
の
配
慮
等
)
や
地
域
別

計
画
と
整
合
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

③

検
討
事
項

検
討
会
に
お
い
て
は
、主
に
以
下
の
項
目
を
調
査
･

検
討
し
、
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

①
重
点
的
に
整
備
が
望
ま
れ
る
区
域
及
び
一
体
的
な

整
備
が
必
要
な
周
辺
地
域
内
の
道
路
に
つ
い
て
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
道
路
空
間
の
障

害
物
等
の
状
況
確
認
調
査

(道
路
福
祉
総
点
検
)

を
行
う
。
ま
た
、
鉄
道
、
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機

関
の
整
備
状
況
、
道
路
･
交
通
環
境
や
生
活
利
便

施
設
、
学
校
施
設
、
緑
地
環
境
等
の
現
況
把
握
を

行
い
、
当
該
地
区
の
持
つ
地
域
特
性
を
明
ら
か
に

す
る
。

②
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
応
す
る
歩
行
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

(特
に
、
鉄
道
駅
、
バ
ス
停
等
か
ら
不
特

定
多
数
が
利
用
す
る
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
)
の
整

備
の
あ
り
方
を
提
示
す
る
。

③
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
相
応
し
た
道
路
整
備
の
あ

り
方
を
提
示
す
る
。

a

バ
リ
ア
フ
リ
i
の
歩
行
空
間
の
形
成

b

快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る
歩
行
空
間
の
整
備

c

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
等
に
や
さ
し
い
運
転
環

境
の
整
備

④
道
路
管
理
へ
の
住
民
参
加
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

a

道
路
福
祉
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導
入
等

帥

組
織
体
制

地
域
検
討
会
は
行
政
側

(道
路
管
理
者
、
市
町
村

福
祉
担
当
者
)、
地
権
者
を
含
む
地
域
住
民
、
さ
ら
に

は
高
齢
者
ト
身
障
者
、
福
祉
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
、

都
市
計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
の
た
め
に
設
置

さ
れ
る
検
討
委
員
会
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
整
備
計

画
を
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
検
討
会
の
下
に
参

加
者
を
限
定
し
な
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
幅
広

い
意
見
を
吸
収
で
き
る
組
織
を
設
置
し
ま
す

(図
3

参
照
)。

六

お
わ
り
に

以
上
、
日
本
一
の
福
祉
先
進
県
づ
く
り
を
目
指
す

宮
城
県
の

｢み
や
ぎ
の
福
祉
･
夢
プ
ラ
ン
｣
に
位
置

付
け
さ
れ
た

｢福
祉
道
路

(ま
ご
こ
ロ
ー
ド
)
整
備

事
業
｣
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
道
路
福
祉
総
点

検
と
福
祉
の
道
づ
く
り
地
域
検
討
会
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
検
討
段
階
で
す
が
、
今
後
、
み
や
ぎ

の
福
祉
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
官
民
一
体
に

な
り
、
地
域
社
会
を
構
成
す
る
人
た
ち
が
み
や
ぎ
の

福
祉
の
担
い
手
と
し
て
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
分
担
し
な
が
ら
公
私
協
働
で
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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富
曲
県
に
お
け
る
『地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
』

楡　

富
山
県
土
木
部
道
路
課

が
着
実
に
進
み
つ
つ
あ
る
。

新
富
山
県
民
総
合
計
画
で
は
、｢明
日
を
拓
く
人
づ

く
り
｣
｢魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
｣
｢活
力
あ
る
産
業

づ
く
り
｣
の
三
大
政
策
を
柱
と
し
、
｢人
材
立
県
｣
｢生

活
立
県
｣
｢国
際
立
県
｣
に
向
け
て
｢し
あ
わ
せ
に
生

き
る

富
山
県
の
創
造
｣
を
目
指
す
こ
と
を
県
づ
く

り
の
基
本
方
針
と
し
て
い
る
。

二

富
山
県
の
道
路
交
通
網
の
現
況

本
県
の
道
路
網
は
、
東
西
軸
と
し
て
は
北
陸
自
動

車
道
や
国
道
八
号
な
ど
。
ま
た
、
南
北
軸
と
し
て
は
、

国
道
四
一
号
、
一
五
六
号
、
一
六
〇
号
な
ど
を
基
幹

と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
現
在
は
、
高
規
格
幹
線
道
路

の
能
越
自
動
車
道

(国
道
四
七
〇
号
)
や
東
海
北
陸

自
動
車
道
の
新
設
整
備
を
促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

一

は
じ
め
に

富
山
県
は
、
本
州
日
本
海
側
の
中
央
部
に
位
置
し
、

東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
の
三
大
都
市
圏
と
は
ほ
ぼ
等

距
離
に
あ
り
、
東
西
約
九
○
蜘
、
南
北
約
七
六
虹
、

面
積
四
、
二
四
六
嬬
と
コ
ン
パ
ク
ト
で
ま
と
ま
り
の

あ
る
県
土
と
な

っ
て
い
る
。

地
形
的
に
は
、
三
方
を
立
山
連
邦
な
ど
の
急
峻
な

山
岳
地
帯
に
囲
ま
れ
、
北
は
唇
気
楼
や
ホ
タ
ル
イ
カ

な
ど
が
見
ら
れ
る
不
思
議
な
海
、
富
山
湾
に
面
し
て

い
る
。
ま
た
、
立
山
･
剣
岳
を
は
じ
め
と
す
る
急
峻

な
山
岳
地
帯
と
、
こ
こ
に
源
を
発
す
る
黒
部
川
･
常

願
寺
川
な
ど
の
急
流
河
川
、
緑
に
包
ま
れ
た
扇
状
地

平
野
、
暖
流
と
寒
流
が
交
わ
る
富
山
湾
な
ど
変
化
に

富
ん
だ
地
勢
は
、
本
州
一
の
植
生
自
然
度
を
誇
る
美

し
く
豊
か
な
自
然
環
境
を
形
成
し
て
い
る
。

人
口
は
、
約

一
三
一万
人
と
全
国
の
約
一
%
を
占

め
て
い
る
が
、
出
生
率
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
人
口
増

加
率
が
鈍
化
し
、
全
国
よ
り
早
く
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。

県
民
は
、
勤
勉
で
あ
り
教
育
水
準
も
高
く
、
全
国

一
の
住
宅
水
準
を
誇

っ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
地
形
と
道
路
網
の
整
備
に
よ
り
、
県
内
ほ
ぼ
全

域
か
ら
県
都
富
山
市
へ
の
通
勤
が
可
能
で
あ
る
。

産
業
に
お
い
て
は
、
豊
か
な
水
と
立
地
条
件
を
活

か
し
て
工
業
立
地
が
進
み
、
日
本
海
側
屈
指
の
工
業

集
積
県
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
近
年
、

｢富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
｣
や

｢頭
脳
立
地
計
画
｣
の

推
進
に
よ
り
、
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
新
素
材
、
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
等
の
先
端
技
術
産
業
へ
の
シ
フ
ト



あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
広
域
的
な
道
路
網
を
補
完
し
て
、

県
内
の
交
通
拠
点
や
産
業
、
観
光
施
設
へ
の
ア
ク
セ

ス
や
地
域
間
の
交
流
連
携
を
図
る
た
め
、
県
管
理
国

道
･
県
道
･
市
町
村
道

(総
数
二
四
、
四
三
九
路
線
、

実
延
長
三
一、
三
二
二
如
)
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

本
県
で
は
、
三
方
を
山
岳
に
囲
ま
れ
た
地
理
的
制

約
か
ら
富
山
湾
沿
岸
部
に
主
要
都
市
が
集
中
し
て
い

る
こ
と
や
、
富
山
市
及
び
高
岡
市
を
中
心
と
し
た
複

眼
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
西
方
向
の
交

通
量
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

し
か
し
、
南
北
に
幾
筋
も
流
れ
る
大
河
川
に
よ
っ

て
東
西
交
通
の
分
断
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
特
に
都
市

周
辺
の
橋
梁
部
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
慢
性
的

な
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

本
県
の
道
路
交
通
の
主
な
課
題
は
、
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

①

高
速
自
動
車
道
、
地
域
高
規
格
道
路
な
ど
の

広
域
的
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
i
ク
や
、
そ
れ
ら
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
を
整
備
し
、
三
大
都
市
圏
や
隣

接
県
と
の
時
間
距
離
の
短
縮
を
図
る
こ
と
に
よ

り
交
流
連
携
を
強
化
す
る
。

②

人
口
、
産
業
等
が
集
中
し
て
い
る
富
山
市
、

高
岡
市
な
ど
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
慢
性
的
な

交
通
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
、
都
市
周
辺
の
河

川
に
橋
梁
を
整
備
し
て
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
解
消

朝日l.C ｢
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し
た
り
、
環
状
道
路
や
放
射
状
道
路
を
整
備
し

し
て
の
機
能
を
確
保
し
、
定
住
化
、
地
域
振
興

五
箇
山
地
域
は
大
自
然
に
恵
ま
れ
、
歴
史
的
、

て
交
通
の
分
散
化
を
図
る
。

の
促
進
に
寄
与
す
る
。

文
化
的
資
源
が
豊
富
な
富
山
県
有
数
の
観
光
地
で

55

③

空
港
、
港
湾
、
J
R
駅
な
ど
の
交
通
結
節
点

三

重
点
プ
′□
ジ
エ
ク
ト
の
概
要
と
こ
れ

あ
る
。
平
成
七
年
に
合
掌
造
り
の
家
屋
の
集
落
が

6

に
自
動
車
交
通
が
集
中
し
て
交
通
混
雑
が
発
生

を
支
援
す
る
道
路
事
業

世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ
た
‘
と
を
契
機
に
し

拗

し
て
い
る
た
め
･

そ
れ
ら
の
施
設
へ
の
ァ
ク
セ

て
、
地
域
全
体
の
活
性
化
を
図
り
、
観
光
客
に
と

瀞

ス
交
通
の
円
滑
化
を
図
り
、
定
時
性
の
確
保
に

ー

世
界
遺
産
関
連
五
箇
山
地
域
活
性
化
事
業

っ
て
も
、
当
該
地
域
に
生
活
す
る
人
々
に
と
っ
て

努
め
る
。

①
目
的
･
内
容

も
魅
力
的
な
む
ら
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

基
地
が
有
機
的
に
結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
回

璃
鰍

　

　
　

地
形
成
に
資
す
る
。

掛
ざ
諭
し
,

.新潟県

て 平村
　

　
　

　
　

　　　

　　　

　

嫌
き
篤へ回
し

　　
　
　

　
　
　
　

世界遺産関連五箇山地域活性化事業

位置図

,蹄
⑥

⑤

高

県

　
　
　
　　



②
所
在
地
･
規
模

富
山
県
東
礪
波
郡
平
村
、
上
平
村
、
利
賀
村

約
三
万
搬

③
重
点
施
策
事
業

五
箇
山
生
活
館
整
備

(上
平
村
)

和
紙
の
里
整
備

(平
村
)

桂
湖
周
辺
環
境
整
備

(富
山
県
、
上
平
村
)

利
賀
ス
キ
ー
場

(第
三
セ
ク
タ
ー
)

④
支
援
す
る
道
路
事
業

東
海
北
陸
自
動
車
道

福
光
I
C
ー
上
平
I
C

国
道
一
五
六
号

東
中
江
バ
イ
パ
ス

国
道
一
五
六
号

上
中
田
拡
幅

国
道
三
〇
四
号

小
来
栖
登
坂
車
線

国
道
四
七
一
号

菅
沼
i
栃
折
道
路

村
道
境
川
線

(上
平
村
)

村
道
下
出
入
谷
線

(平
村
)

村
道
坂
上
上
百
瀬
線

(利
賀
村
)

合掌造り集落

2

黒
部
川
扇
状
地
活
性
化
事
業

①
目
的
･
内
容

黒
部
川
の
豊
か
で
清
ら
か
な
水
を
背
景
に
、
都

市
的
な
賑
わ
い
や
文
化
、
教
育
等
の
都
市
機
能
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
良
好
な
居
住
環
境
の
整
備
、

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
充
実
を

図
る
な
ど
、
若
年
層
の
定
着
を
促
進
す
る
魅
力
あ

る
生
活
活
動
拠
点
を
形
成
す
る
。

②
所
在
地
･
規
模

富
山
県
魚
津
市
、
黒
部
市
な
ど
二
市
三
町

約
三
万
娩

③
重
点
施
策
事
業

黒
部
市
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

(黒
部
市
)

テ
ク
ノ
ス
ポ
ー
ツ
ド
ー
ム

(魚
津
市
)

湯
遊
会
館

(宇
奈
月
町
)

宇
奈
月
温
泉
ス
キ
ー
場
整
備
事
業
(宇
奈
月
町
)

下
山
芸
術
の
森
整
備
事
業

(入
善
町
)

④
支
援
す
る
道
路
事
業

北
陸
自
動
車
道

(朝
日
I
C
-
上
越
)

一
般
国
道
八
号

(魚
津
滑
川
バ
イ
パ
ス
)

主
要
地
方
道

黒
部
朝
日
公
園
線

主
要
地
方
道

朝
日
宇
奈
月
線

一
般
県
道

下
垣
内
前
沢
線

一
般
県
道

堀
江
魚
津
線

一
般
県
道

大
海
寺
新
本
町
線

都
市
計
画
道
路

南
線

黒部川扇状地
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幽
繰

節“＼ゞ
＼＼/機＼＼

癩窟蘂総癒↑轉濃総纏

るが/事事rfI三協-二

飼

肋
rちをち･増"＼･二

鯏

礬鱸纖総饑饑淺纖絮

　

　　　　

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　

　

　

　　
　　

　

　　　　　　　　　　　

温

98.6 5 7

、

＼
*

　
　　
　

　　　高岡市雨晴海岸

黒部川扇状地活性化事業

邊

ツ

市

一

　

　

　

嚴

鎚

ゑ

“
袴
･

,

状

富
山
県
高
岡
市
、
礪
波
市

テ

ミ◎
》

川

約
三
万
加

登

。黒

③
重
点
施
策
事
業

お
と
ぎ
の
森
公
園

(高
岡
市
)

高
岡
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
(地
域
振
興
整
備
公
団
)

3

富
山
県
西
部
地
方
拠
点
都
市
地
域
活
性
化
事
業

機
能
の
集
積
を
進
め
る
た
め
、
各
種
の
都
市
施
設

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
プ
ラ
ザ

(礪
波
市
)

①
目
的
･
内
容

の
整
備
を
促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ

礪
波
市
美
術
館

(礪
波
市
)

対
象
地
域
に
お
い
て
、
｢職
･
住
･
遊
･学
｣
の

ら
を
支
援
す
る
道
路
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

富
山
県
西
部
総
合
体
育
館

(富
山
県
)

備
わ
っ
た
魅
力
あ
る
生
活
空
間
の
創
出
を
目
指
し

を
図
り
、
拠
点
地
区
の
形
成
を
目
指
す
。

高
岡
文
化
の
森

(高
岡
市
)

て
、
商
業
、
業
務
、
教
養
、
文
化
等
の
高
次
都
市

②
所
在
地
･
規
模

④
支
援
す
る
道
路
事
業



国
道
四
七
〇
号
高
岡
砺
波
道
路

国
道
一
五
六
号
砺
波
除
雪
拡
幅

国
道
三
五
九
号
砺
波
バ
イ
パ
ス

国
道
三
五
九
号
砺
波
東
バ
イ
パ
ス

主
要
地
方
道
高
岡
高
岡
環
状
線

(高
岡
市
)

主
要
地
方
道
砺
波
福
光
線
(砺
波
市
-
福
野
町
)

主
要
地
方
道
富
山
戸
出
小
矢
部
線

(高
岡
市
)

市
道
戸
出
吉
住
新
川
原
線

(高
岡
市
)

都
市
計
画
道
路
下
伏
間
江
福
田
線

(高
岡
市
)

都
市
計
画
道
路
桜
馬
場
長
屋
寺
線

(高
岡
市
)

都
市
計
画
道
路
片
原
町
伏
間
江
線

(高
岡
市
)

都
市
計
画
道
路
豊
町
高
道
線

(礪
波
市
)

＼
＼
撓
め
N
コ
儀
訳
隈
国
…證
(禍
〕＼

砺波JCT

轌
鵡
淺
皿
園
壽
昶
饌

お
わ
り
に

二
一
世
紀
の
富
山
県
民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る

｢魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
｣
の
た
め
に
は
、
よ
り
一

層
、
道
路
事
業
の
効
率
的
･
効
果
的
に
推
進
し
、
地

域
振
興
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い

富山県西部地方拠点都市地域活性化事業

く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
今
後
の
道
路

政
策
は
、
県
民
･
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
目
標
を
的
確
に
設

定
す
る
と
と
も
に
、
目
標
達
成
に

必
要
な
施
策
･
財
源
･
制
度
な
ど

の
情
報
を
適
切
に
公
開
し
、
県
民

の
皆
様
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が

ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

今
後
と
も
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
県

土
の
特
性
を
活
か
し
て
、
体
系
的

な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
｢全

県
一
都
市
社
会
｣
の
実
現
を
図
る

た
め
、
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年

計
画

『
住
み
よ
い
県
｣
か
ら
｢住

み
た
い
県
｣
を
め
ざ
し
て
)｣
に
基

づ
い
て
、
積
極
的
に
道
路
整
備
の

推
進
に
進
め
て
い
き
た
い
。
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首都機能移転先の新都市イメージ図(中間とりまとめ)

の公表と意見の募集について

↑ ねらい
国会等移転審議会においては、 新都市の姿をイメー

ジしつつ候補地選定の作業を行うため、 移転先の新都
市像に関する検討を行ってきました。

今回、 これまでの検討成果を中間的にとりまとめ、
イメージ図に対する幅広い国民からの意見を募集し、
それらの意見を踏まえて、 今年の秋頃を目途に最終的

なとりまとめを行う予定です。
これにより、 これまで以上に首都機能移転に対する

国民的な議論が喚起され、 より一層理解が深まること

が期待されます。

2 検討の経緯
平成9年 7月 第 7回審議会において新都市像の検

討を行うことを決定。
平成 9 年10月 第 4回調査部会において調査部会の

もとに ｢新都市像に関するワーキン

ググループ検討会｣(座長 :石井幹子
委員) を設置。

平成 9年11月 ワーキンググループ検討会を開催し

~ 平成10年 3月 新都市の具体的なイメージについて

平成10年 3月

平成10年 4月

検討。
第 7回調査部会において新都市のイ

メージについて議論。
第11回審議会において新都市イメー

ジ図の中間とりまとめを報告。

緑につつまれた国会都市

森地 茂
3 新都市像に関する

ワーキンググループ検討会のメンバー
座 長 石井幹子 国会等移転審議会委員

黒川 洸

4 意見の募集
今回公表されたイメージ図 (中間とりまとめ) につ

いては、 インターネット国土庁ホームページ (アドレ

スはhttp://w w w .n1a g o .jp)等において幅広い国民の

方々からのご意見を募集します。

井手久登
(照明デザイナー)

国会等移転審議会専門委員
(東京大学名誉教授)

国会等移転審議会専門委員

(東京工業大学大学院

総合理工学研究科教授)

戸所 隆 国会等移転審議会専門委員

(高崎経済大学地域政策学部教授)

国会等移転審議会専門委員

(東京大学大学院
工学系研究科教授)

国会等移転審議会事務局 担当 :武内、 天野

〒 foo‐8972 千代田区霞ヶ関1‐2‐2 中央合同庁舎第 5号館26階

T E L 03‐3593‐33円 (内線7675) F A X 03‐3501‐5481
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月
･
日

世

界

の

動

き

○
欧
州
連
合

(E
U
)
首
脳
会
議
が
一
九
九
九
年
か
ら
始
め
る
通

貨
統
合
に
参
加
す
る
独
、
仏
な
ど
一
一
カ
国
を
最
終
的
に
決
定
。

こ
れ
に
よ
り
単
一
通
貨

｢
ユ
ー
ロ
｣
を
使
う
人
ロ
は
約
二
億
九
、

0
0
0
万
人
、
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
は
八
〇
〇
兆
円
を
超
え

る

｢大
ユ
ー
ロ
｣
圏
が
誕
生
す
る
。

○
ド
イ
ツ
の
ダ
イ
ム
ラ
ー
･
ベ
ン
ツ
の
ユ
ル
ゲ
ン
･
シ
ュ
レ
ン
プ

会
長
と
米
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
口
パ
ー
ト
･
イ
ー
ト
ン
会
長
が
ロ
ン

ド
ン
で
記
者
会
見
し
、
両
社
が
合
併
し
て
、
｢ダ
イ
ム
ラ
ー
･ク
ラ

イ
ス
ラ
ー
｣
を
設
立
す
る
と
正
式
に
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
米

ゼ
ネ
ラ
ル
･
モ
ー
タ
ー
ズ

(G
M
)、
米
フ
ォ
ー
ド
･
モ
ー
タ
ー
に

次
ぐ
世
界
第
三
位
の
自
動
車
会
社
が
誕
生
す
る
。

○
イ
ン
ド
の
バ
ジ
パ
イ
首
相
が
同
国
西
部
の
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
ポ

カ
ラ
ン
で
、
三
種
類
の
地
下
核
実
験
を
実
施
し
た
と
発
表
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
イ
ン
ド
は
世
界
で
六
番
目
の
核
保
有
国
と
な
っ
た
。

○
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
学
生
ら
の
デ
モ
隊
に
治

安
部
隊
が
発
砲
、
暴
動
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
学
生
た
ち
の

｢政
治
改

革
｣
を
求
め
る
声
に
屈
し
て
そ
の
後
、
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
は
辞
任

し
た
。

○
英
･
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
の
主
要
国
首
脳
会
議

(サ
ミ
ッ
ト
)
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
地
域
情
勢
を
め
ぐ
る
特
別
声
明
を
採
択
し
て

閉
幕
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
情
勢
に
つ
い
て
は
政
治
改
革
の
必
要
性
を

指
摘
、
イ
ン
ド
の
核
実
験
を
非
難
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
追
随
し
な

い
よ
う
求
め
た
。

事

項

M獅
月
･
日

国
内
の

動

き

○
民
主
党
が
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
統
一
大
会
を
開
き
、
正
式
に

発
足
し
た
。
新
民
主
党
に
は
民
主
、
民
政
、
新
党
友
愛
、
民
主
改

革
連
合
の
旧
四
党
が
参
加
、
衆
、
参
合
わ
せ
て
一
三
一
人
の
国
会

議
員
が
参
加
。
代
表
は
菅
直
人
氏
。

○
総
務
庁
発
表
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
三
月
の
完
全
失
業
率

は
三
･
九
%
で
、
前
月
比
○
･
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
前
月
に
続

き
、
最
悪
記
録
を
更
新
し
た
。

○
総
務
庁
が
四
月
一
日
現
在
で
一
五
歳
未
満
の
子
供
の
数
を
ま
と

め
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
子
供
の
数
は
昨
年
よ
り
三
三
万
人
少
な

い
一
、
九
一
八
万
人
で
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
一
五
･
二
%

と
、
い
ず
れ
も
戦
後
最
低
を
更
新
し
た
。

○
大
蔵
省
発
表
の
一
九
九
七
年
度
の
国
際
収
支
に
よ
る
と
、
経
常

収
支
の
黒
字
は
一
三
兆
三
六
二
億
円
と
前
年
度
比
一
･
八
倍

(八

一
･
八
%
増
)
に
急
増
し
、
九
六
年
度
以
来
の
黒
字
減
少
傾
向
か

ら
増
加
に
転
じ
た
。
輸
入
の
伸
び
悩
み
が
主
要
因
。

○
日
本
興
業
銀
行
と
野
村
証
券
が
新
し
い
金
融
商
品
･
手
法
の
提

供
な
ど
二
つ
の
分
野
で
合
弁
会
社
を
設
立
、
提
携
す
る
と
発
表
。

外
資
系
金
融
機
関
に
対
抗
す
る
の
が
狙
い
。

○
国
税
庁
が
一
九
九
七
年
の
確
定
申
告
で
所
得
税
が
一
、
0
○
○

万
円
を
超
え
た
と
高
額
納
税
者
を
公
示
。
公
示
さ
れ
た
の
は
約
九

万
四
、
0
0
0
人
で
、
前
年
分
に
比
べ
約
五
、
0
0
0
人
減
。

○
政
府
が
経
済
対
策
官
僚
会
議
と
臨
時
閣
議
を
開
き
、
事
業
規
模

が
一
六
兆
六
、
○
0
0
億
円
に
の
ぼ
る
過
去
最
大
の
総
合
経
済
対

策
を
決
定
。

事

項

5
･
18

月
･
日

道
路
行
政
の
動

き

○
首
都
高
速
埼
玉
大
宮
線
美
女
木
J
C
T
I
与
野
I
C

(延
長

八
･
0
如
)
が
開
通
。

○
建
設
省
は

｢ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム

(E
T

C
)｣を
首
都
圏
の
料
金
所
を
中
心
に
一
〇
〇
カ
所
程
度
で
整
備
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

事

項
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孔
子
は
儒
家
の
祖
と
し
て
東
洋
思
想
家
の
頂
点
に

立
つ
人
で
あ
る
。
易
に
与
え
た
孔
子
の
思
想
は
、
十

で
んし
ょ

か
じ

種
の
伝
書
と
な
っ
て
易
六
四
卦
の
卦
辞
に
倫
理
哲
学

の
息
吹
を
与
え
、
易
経
を
道
理
の
書
と
し
て
完
成
さ

せ
た
。
こ
の
伝
書
は
十
翼
と
も
呼
ば
れ
若
し
こ
れ
が

無
か
っ
た
ら
、
易
本
文
の
難
解
な
文
章
は
後
世
に
な

っ
て
理
解
出
来
な
く
な
り
、
陳
腐
の
書
と
し
て
と
っ

【
く
の
昔
に
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て

{

い
る
。
こ
の
伝
書
を
十
翼
と
い
う
の
は
易
本
文
を
鳥

ぶ
の
胴
体
に
見
立
て
、
伝
書
を
翼
に
な
ぞ
ら
え
、
占
い

…
の
書
だ
っ
た
易
を
形
而
上
の
世
界
に
飛
揚
さ
せ
る
役

^
日
を
果
た
さ
し
て
い
る
か
ら
敬
意
を
表
し
て
か
く
い

方
う
o

　

た
ゞ
く
。
｢
Il
I
1L
で
囲
ん
だ
部
分
が
易
本
文
で
、

家
日
、
象
日
と
あ
る
の
が
家
伝
、
象
伝
は
か
く
言
う

と
の
意
味
で
あ
る
。

一離
間
轢

屡
･
震
珍薦
殿増村
拷峨
め定
義
o
一

た鰐』いわく

り
はじ
ゅう
ど
うを
ふむな
り
よ
ろ
こび
てけ
んにおうず
これをもってとらの

家
曰
、
履
柔
履
し剛
也
。
説
而
應
乎
乾
。
是
以
履
二

お
を
ふむも
ひとをく
らわず

と幻ぬけ
愛
子総
うせいにして
て
いい

虎
尾
一不
し堕
し人
、
亨
。
剛
中
正
、
履
ご

帝
位
一而
不
し疾
、
光
明
也
。

しようにいわく
;
仝
んしたきわなろはhなり

く
んし
も
ってじ
ようげ
を
べ
んじ

た
み
の

象
日
、
上
天
下
澤
履
、
君
子
以
辯
二上
下
一、
定
二

民
志
一。

　

　
　　

　　
　　

初
九

素
履
。
往
元
し咎
。

象
曰
、
素
履
之
往
、
獨
行
し顔
也
。

　　

　
　
　　
　
　
　　

　

九
二

履
し道
坦
坦
。
幽
人
貞
吉
。

し上うにいわく

陰っじんていにして虜りなhをはちゅうるづからみだきか男g

象
日
、
幽
人
貞
吉
、
中
不
ニ目
乱
一也
。

　　
　
　

　
　
　　

唖
し人
。
凶
。
武
人
為
こ干
大
君
一。

象
日
、
砂
能
視
、
不
し足
二以
有
ワ明
也
、
跛
能

履
、
不
し足
二以
與
ワ行
也
。
唖
し人
之
凶
、

位
不
し当
也
、武
人
為
二千
大
君
一、志
剛
也
。

　
　

　
　
　

　
　
　
　

九
四

履
ニ虎
尾
一、
態
態
終
吉
。

象
曰
、
感
恩
終
吉
、
志
行
也
。

　　

　
　
　　
　
　　
　

九
五

夫
し履
、
貞

属
。

象
曰
、
夫
し履
、
貞
属
、
位
正
当
也
。

　
　
　
　
　
　
　　
　

上
九

視
し履
考
し祥
、
其
施
元
吉
。

象
曰
、
元
吉
在
し天
、
大
有
し慶
也
。

な
お
、
九
は
奇
数
の
こ
と
で
亜
交
、
六
は
偶
数
で

陰
こう

こう

し
ょ

"
麦
の
こ
と
で
あ
る
。
六
本
あ
る
麦
は
下
か
ら
初
、

　　　

二
、
三
、
四
、
五
と
数
え
一
番
上
を
上
と
い
う
。

た
ん
で
ん

しようでん

と
ら
のおを
ふみて

こ
の
よ
う
に
家
伝
･
象
伝
は
易
本
文
の
履
二虎
尾
一

ひとく
ら
わず

とおる

不
し唾
し人

亨
。
に
こ
れ
で
も
か
/
＼
か
と
注
釈
を

ふ
え
ん

た
ん

加
え
て
敷
街
し
て
い
る
の
が
判
る
。
家
と
は
そ
の
卦

しょうで
ん

の
道
理
を
述
べ
た
総
論
み
た
い
な
も
の
で
、
象
伝
の

しよう

天
~澤…

‐
･
･

象
と
は
算
木
に
示
さ
れ
た
-豊
--履
の
か
た
ち
か
ら
運

本誌は、執筆者が個人の責任において自由に
書く建前をとっております。したがって意見
にわたる部分は個人の見解です。また肩書は
原稿執筆及び座談会実施時のものです,

想
す
れ
ば
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
か
た
ち
と
は
霊

陽
炎
が
三
つ
だ
か
ら
力
剛
い
男
、
そ
の
陽
に
つ
き
従

う
従
順
な
少
女

(薑
は
八
卦
で
党
と
い
･
少
女
と
み

る
)
の
立
場
を
述
べ
た
も
の
で
、
こ
の
卦
は
服
従
の

ぶ
んげ
んでん

腸

按

方
法
を
教
え
て
い
る
。
文
言
伝
は
霊
と
鮒
が
ま
だ
交

わ
ら
な
い
純
粋
清
浄
な
神
の
世
界
に
属
す
る
霊
彊
乾

い
て
ん

地
地
こん
い
じ

為
天
と
薹
班
坤
為
地
の
二
卦
の
世
界
観
を
述
べ
て
い

る
。
こ
＼
で
は
龍
が
活
躍
す
る
。
繋
辞
伝
上
･
下
は

六
四
卦
そ
れ
き
＼
に
道
徳
と
い
う
儒
教
的
注
釈
を
加

え
た
も
の
で
、
孔
子
の
思
想
が
最
も
よ
く
表
さ
れ
て

せ
つ
け
で
ん

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
説
卦
伝
は
易
の
基
本
で
あ

る
八
卦
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
、
占
術
と
し
て

…

の
易
に
直
接
役
立
つ
伝
書
で
あ
る
。
序
卦
伝
は
六
四

…

ざ
つ
け
で
ん

~

卦
の
配
列
順
序
を
、
雑
卦
伝
は
六
四
卦
の
特
長
を
一

…

あ
んしよっ

…

字
か
二
字
で
ま
と
め
易
者
が
暗
諦
し
や
す
い
よ
う
に

、

7月号の特集テーマは ｢新道路整備五カ年計画｣ の予定です。

し
た
伝
書
で
あ
る
。

ー
地
雷
復
ー

　

　
　

ナ

局

ミ

路

一

報
縦

セ

道

洋

研
僻
鯲

政

省

京
体
御

行

設

田

東
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2

繊
建
守
082
円
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｢

修

人

心
宛
送
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易
六
四
卦
は
上
巻
三
○
卦
、
下
巻
三
四
卦
に
編
さ

ん
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
十
翼
の
家
伝
、
象
伝
も
上

･

べ
下
に
分
け
ら
れ
易
本
文
に
密
着
す
る
よ
う
に
出
来
て

~

た
んで
ん

しょラで
ん

け
い
じ
で
ん

W
い
る
。
こ
の
家
伝
･
象
伝
の
外
に
、
繋
辞
伝
上
･
下

ぶ
んげ
んで
ん

せ
つ
け
で
ん

じ
よ
け
でん

ざ
つ
け
でん

と
文
言
伝
、
説
卦
伝
、
序
卦
伝
、
雑
卦
伝
が
あ
り
合

た
んで
ん

しょうで
ん

計
し
て
十
種
に
な
る
。
家
伝
、
象
伝
が
如
何
に
易
本

文
に
密
着
し
、
難
解
な
易
本
文
を
助
け
て
い
る
か
、

天
澤
履
の
卦
で
次
に
示
し
た
い
。
こ
の
卦
の
く
わ
し

い
説
明
は
鮠
幻
で
済
ん
で
い
る
か
ら
省
略
さ
せ
て
い


